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平成22年９月16日（木曜日）

午前10時１分開会

会議に付託された議案等

○議案第１号 平成22年度宮崎県一般会計補正

予算（第７号）

○議案第３号 平成22年度宮崎県公営企業会計

（電気事業）補正予算（第１号）

○議案第12号 宮崎県育英資金貸与条例の一部

を改正する条例

○報告事項

・損害賠償額を定めたことについて（別紙１）

・平成21年度宮崎県公営企業会計（電気事業）

継続費精算報告書（別紙３）

○教育及び警察行政の推進並びに公営企業の経

営に関する調査

○その他報告事項

・県内の暴力団排除活動の推進状況について

・交通事故の現状と事故防止対策について

・教育に関する事務の管理及び執行の状況の点

検及び評価について

・「全国高総文祭みやざき２０１０」の結果につ

いて

・全国高等学校総合体育大会の結果について

・全国中学校体育大会の結果について

・企業局経営ビジョンの成果と課題について

・県民ゴルフ場における口蹄疫復興応援につい

て

・県民ゴルフ場開業20周年記念コンペの開催に

ついて

出席委員（７人）

委 員 長 満 行 潤 一

副 委 員 長 黒 木 正 一

委 員 萩 原 耕 三

委 員 中 野 一 則

委 員 宮 原 義 久

委 員 松 田 勝 則

委 員 長 友 安 弘

欠席委員（なし）

委員外議員（なし）

説明のため出席した者
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生活安全部参事官兼
大 町 正 行生活安全企画課長

生活安全部参事官兼
中 園 雅 夫地 域 課 長

刑事部参事官兼
田 中 誠 一生活安全部参事官

総 務 課 長 黒 木 典 明

少 年 課 長 大 野 俊 朗

交 通 規 制 課 長 杉 田 定 光

運 転 免 許 課 長 仁田脇 貞 治

教育委員会

教 育 長 渡 辺 義 人

教 育 次 長
米 原 隆 夫（ 総 括 ）

教 育 次 長
飛 田 洋（教育政策担当）
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教 育 次 長
二 見 俊 一（教育振興担当）

総 務 課 長 安 田 宏 士

政 策 企 画 監 吉 村 久美子

財 務 福 利 課 長 福 永 展 幸

学 校 政 策 課 長 児 玉 淳 郎

学 校 支 援 監 山 本 真 司

全国高等学校総合
稲 元 雅 彦文化祭推進室長

特別支援教育室長 武 富 志 郎

教 職 員 課 長 阿 南 信 夫

生 涯 学 習 課 長 興 梠 正 明

スポーツ振興課長 川 崎 重 雄

文 化 財 課 長 清 野 勉

人権同和教育室長 中 原 邦 博

企業局

企 業 局 長 濵 砂 公 一

副 局 長
持 原 道 雄（ 総 括 ）

副 局 長
山 崎 芳 樹（ 技 術 ）

総 務 課 長 吉 田 親 志

経 営 企 画 監 新 穗 伸 一

工 務 課 長 相 葉 利 晴

電 気 課 長 本 田 博

施 設 管 理 課 長 白ヶ澤 宗 一

総 合 制 御 課 長 山 下 雄 一

事務局職員出席者

政策調査課主幹 坂 元 修 一

議 事 課 主 幹 阿 萬 慎 治

○満行委員長 ただいまから文教警察企業常任

委員会を開会いたします。

まず、委員会の日程についてであります。

お手元に配付いたしました日程案のとおりで

よろしいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○満行委員長 それでは、そのように決定いた

します。

執行部入室のため、暫時休憩いたします。

午前10時１分休憩

午前10時３分再開

○満行委員長 それでは、委員会を再開いたし

ます。

本委員に付託されました議案等について、本

部長並びに関係部長の説明を求めます。

なお、委員の質疑は、執行部の説明がすべて

終了した後にお願いいたします。

○鶴見警察本部長 警察本部関係、本日もよろ

しくお願い申し上げます。

口蹄疫も、発生以来約４カ月を要しましてよ

うやく終息宣言に至りましたが、この間の警察

活動に対しまして、多大の御支援、御理解をい

ただきまして、まことにありがとうございまし

た。

本県警察のみならず、全国20都府県から延べ

約２万3,000人の特別派遣部隊の応援を得ながら

主要消毒ポイントにおける交通誘導、それから

義援金支給場所における警戒活動など、まさに

全国警察が一丸となって各種の支援活動を講じ

てまいりました。現在、県を挙げて口蹄疫から

の再生復興に向けたさまざまな取り組みがなさ

れておりますが、やはりその根底には良好な治

安の維持、これが不可欠だと考えております。

警察といたしましては、引き続き、安全で安

心な県民生活を確保するため、県警の総合力を

結集した警察活動を推進してまいる所存でござ

います。委員の皆様のなお一層の御指導、御支

援をいただきますよう、よろしくお願い申し上
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げます。

さて、本日御審議をいただきます公安委員会

関係の議案につきましては、予算議案では「平

成22年度宮崎県一般会計補正予算」、それから報

告といたしまして「損害賠償額を定めたことに

ついて」、さらにその他の報告といたしまして「県

内の暴力団排除活動の推進状況」と、「交通事故

の現状と事故防止対策」、これにつきまして、そ

れぞれ担当部長から報告をさせますので、御審

議のほどをよろしくお願い申し上げます。以上

でございます。

○根本警務部長 それでは、平成22年９月定例

県議会提出の議案第１号「平成22年度宮崎県一

般会計補正予算」（第７号）の公安委員会関係に

つきまして、御説明をさせていただきます。

まず、お手元の資料の議案書でございます。

平成22年９月定例県議会提出議案の４ページの

９の警察費という欄をごらんいただきたいと思

います。今回の補正は、警察管理費の629万2,000

円の増額補正でございまして、これは、本県に

おいて発生しました口蹄疫の防疫対策のために

出動しました本県機動隊員の超過勤務手当の増

額補正をお願いするものでございます。この内

容につきまして、さらにお手元の資料でござい

ますけれども、歳出予算説明資料がございます。

この歳出予算説明資料の151ページをお開きいた

だきたいと思います。

まず初めに、都道府県警察に要する経費につ

いて若干説明をさせていただきます。都道府県

警察に要する経費につきましては、原則として

都道府県が負担することになっておりますけれ

ども、特定の国家的性格を有する警察活動に係

る経費につきましては、国費で負担すること、

及び都道府県の負担する経費について、国がそ

の一部を補助することとされております。した

がって、都道府県警察に要する経費につきまし

ては、国費と純県費、それから県費のうち国庫

補助対象となる経費の３本立てとなっていると

ころでございます。

今回、補正をお願いします機動隊超過勤務手

当でございますけれども、これは、警察法施行

令第３条第３項によりまして、騒乱、大規模な

災害、その他の場合における警備のための出動

に係る機動隊員の超過勤務手当について、国は、

都道府県に対し、部隊の警察官の人員、超過勤

務時間等を基準として算出した所要額を補助す

ると規定されておりまして、災害警備等におけ

る機動隊員の部隊出動に伴う超過勤務手当は国

庫補助対象経費となっております。

今回の口蹄疫に関しまして、本県の機動隊員

による県外特別派遣部隊の受援活動であります

とか、消毒ポイントでの警戒・警備によって生

じた超過勤務手当、これが全額国庫補助対象と

なりますことから、こうした超過勤務実績に基

づき算出した手当629万2,000円の増額補正をお

願いするものでございます。予算関係は以上で

ございます。

続きまして、平成22年９月定例県議会提出報

告書の損害賠償額を定めたことについて御説明

をいたします。これもお手元の資料、平成22年

９月定例県議会提出報告書の３ページの上から

１番目の事案でございます。これは宮崎南警察

署の警察官が公用バイクを運転している際に、

ハンドル操作を誤りまして、信号交差点の手前

で停車中の車両の左のミラーにバイクの右ミ

ラーを接触させたという交通事故でございます。

これに伴って、車の修理費用として２万916円を

県費で支払ったものでございます。私からの説

明は以上でございます。

○柄本刑事部長 それでは、県内の暴力団排除
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活動の推進状況について御報告いたします。

現在、本県におきまして「宮崎県暴力団排除

条例」の制定を検討中でありまして、今回は、

暴力団排除対策の一環としての暴力団排除条例

の制定に関する取り組みを中心に説明させてい

ただきます。

お手元の資料１をごらんください。まず、暴

力団情勢についてでありますが、全国には指定

暴力団22団体、暴力団構成員等約８万900人、本

県内には六代目山口組傘下の14組織、約330人の

暴力団構成員等を把握しております。県内の暴

力団組織は、すべて六代目山口組傘下組織で、

全国的な傾向と同様に、組織実態の隠ぺい化傾

向を強め、覚せい剤の密売、恐喝、賭博等の伝

統的犯罪のほか、企業や行政機関を対象とした

不当要求、振り込め詐欺など、時代の変化に応

じたさまざまな資金獲得犯罪を行い、その勢力

拡大を図っております。

さらに、近年は、県外に本拠地を置く暴力団

が本県での利権獲得を求めて進出する動きも見

られ、今後、各業界への介入や県内の既存の暴

力団との摩擦が懸念されるところでもあります。

このような情勢のもと、現在まで暴力団に対

する取り締まりとあわせ、自治体における公共

工事や公営住宅からの暴力団排除、また、証券

業界・銀行業界等との暴力団排除に係る連絡協

議会の設立など、暴力団排除に係る各種の取り

組みを推進してきたところであります。

しかしながら、こうした取り組みを実施して

いるものの、暴力団情勢は、不透明化を深める

など厳しさを増しており、抜本的な暴力団排除

対策が急務となっている現状にあります。

次に、２の暴力団排除条例制定の意義、目的、

概要について説明いたします。

今後の暴力団排除対策は、これまでの警察対

暴力団という構図から、社会対暴力団という構

図への積極的な転換を進め、社会全体で暴力団

を排除する態勢を整備することが極めて重要で、

住民や自治体、関係機関、事業者との連携を強

化し、社会が一体となった取り組みの徹底を図

る必要があります。その意味でも、暴力団排除

の施策を幅広く盛り込んだ県条例の制定は、暴

力団対策の根幹をなす大きな意義を持つもので

あると考えております。

また、その目的としては、条例で暴力団排除

に関する基本理念を定め、県及び県民等の役割

を明らかにするとともに、暴力団排除に関する

基本的施策等を定めることで、暴力団排除活動

を効果的に推進し、県民の安全で平穏な生活を

確保することであります。

このたび、県民の皆様の意見を参考とするた

めに、条例制定に向けて、1,144人にアンケート

を実施しましたが、暴力団について、「許されな

い存在」、「怖いと感じる」と答えた方が９割を

超え、また、暴力団排除を目的とした条例の制

定について、「必要ない」と答えた方はわずか１

％と、大半の方が条例の必要性を認識している

ことが明らかになったところであります。

それでは、条例案の概要について御説明いた

します。お手元の資料１に添付してあります「宮

崎県暴力団排除条例（案）」の概要をごらんくだ

さい。

まず、第１章として、暴力団の排除を推進す

る上での基本理念、県及び県民の責務等を規定

し、県民等すべてが一丸となり、暴力団の排除

に取り組むべき姿勢を示すこととしております。

第２章は、暴力団の排除に関する基本的施策

についてであります。ここでは、県の事務事業

からの暴力団排除や警察による保護措置、県民

等に対する支援、広報啓発活動等の規定になり、
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具体的には、県の事務事業が暴力団の勢力維持・

拡大に資することのないよう措置を講ずること、

また、暴力団から危害を受けるおそれがある者

への保護対策の実施や暴力団員に対する訴訟に

関しての支援などであります。

第３章は、青少年の健全な育成を図るための

措置についてであります。ここでは学校の学生

や青少年に対する暴力団排除に関する教育の実

施、及び学校等の周囲200メートル区域内におけ

る暴力団事務所の開設・運営の禁止を規定する

こととしています。

先ほどの県民アンケートの結果、暴力団を許

されない反社会的集団と答えた方の年代別は、50

代で約72％、40代で約65％、30代で53％、20代

で30％と若年層ほど暴力団を社会悪と思ってい

ない傾向が判明し、青少年に対して暴力団排除

の教育を行い、その反社会性を認識させ、暴力

団への加入防止や、暴力団員による犯罪からの

被害防止を図る必要があります。ここの部分は、

将来に向けての息の長い暴力団排除対策となり

ます。

第４章は、暴力団員等に対する利益供与の禁

止等についてであります。これは、事業者が、

暴力団の威力を利用する目的または利用したこ

とに関して暴力団等に対して利益を供与するこ

とを禁止するほか、取引の相手方が暴力団員等

でないことを確認するよう努めなければならな

いということを規定するものであります。

第５章は、逆に、暴力団員等が利益の供与を

受けることを禁止した規定になります。ここで

は、暴力団員等が、情を知って、事業者から暴

力団の威力利用の対価として、あるいは暴力団

の活動等に協力する目的でなされる利益の供与

を受けることを禁止しております。

第６章は、不動産の譲渡等をしようとする者

の講ずべき措置についてであります。これは、

不動産の譲渡等をしようとする者及びその代理、

または媒介をする者は、譲渡等をしようとする

不動産が、暴力団事務所として利用されること

を知って譲渡等を行うことを禁止した規定と

なっています。

第７章は、義務違反者に対する措置について

であります。さきに説明いたしました第４章か

ら第６章までの規定に係る義務違反者に対し,公

安委員会が調査、勧告、公表することができる

旨を規定したもので、第８章では、この調査、

勧告、公表の方法など、条例の施行に必要な事

項を公安委員会規則で定めることを規定するこ

ととしております。

第９章が罰則に関する規定になります。第３

章に規定した学校施設等の周囲200メートル区域

内に暴力団事務所を新たに開設・運営した者に

対して、１年以下の懲役または50万円以下の罰

金を予定しております。

本条例制定の効果でありますが、県民が条例

を盾として暴力団の要求を拒否できるようにな

るなど、暴力団排除活動をより積極的に推進す

る契機ともなるとともに、本条例の積極的な適

用に努めることにより、暴力団の存在基盤の解

体につながる効果が期待できると認識しており

ます。

最後に、全国における条例制定の動き及び本

県における今後の予定についてでありますが、

こうした暴力団排除条例については、福岡県、

佐賀県、長崎県、鹿児島県、愛媛県、京都府で

既に制定されておりまして、現在、その他の都

道府県においても、本年度内の制定に向け、作

業中であります。

本県では、今後、９月中旬から約１カ月間、

パブリックコメントを実施した後、来年２月の



- 6 -

議会に上程予定でありまして、可決されれば、

関係法規の制定や県民の皆様に周知するための

期間などを考慮し、施行日は、平成23年８月１

日を予定しております。本件については以上で

あります。

○椎葉交通部長 引き続きまして、交通事故の

現状と事故防止対策につきまして、お手元の資

料２に基づいて御説明をいたします。

交通事故の現状の説明に入る前に、交通事故

死者数の推移について、若干触れておきたいと

思います。

１のグラフを見ていただきたいと思いますが、

このグラフは、本県における交通事故死者数が

過去最高であった昭和47年と、平成17年から21

年までの過去５年間、及び本年８月末までの全

国と本県の死者数をあらわしたものであります。

全国の死者数を棒グラフ、本県の死者数を折れ

線グラフであらわしておりますが、この数値と

過去の統計資料をもとに、交通事故死者数の推

移について申し上げますと、４点ほどあるんで

すけれども、その１つが全国における交通事故

死者数は、昭和45年に16,765人を記録いたしま

したが、その後は減少に転じ、過去５年間でも

連続して減少して、昨年は、昭和27年以来57年

ぶりの4,000人台となっております。２つ目が本

県における交通事故死者数は、昭和47年の171人

が過去最高でありまして、当時は２日に１人が

死亡するという極めて深刻な状況にありました

けれども、昨年は、当時の４割近くにまで減少

しております。３つ目は、本県の過去５年間は、

増減を繰り返している状況の中で、昨年の死者

数は73名となりましたけれども、ここ50年間で

は３番目に低い死者数であったと、そしてもう

一点が、過去５年間の平均死者数を見てみます

と75人、過去10年間の平均では84人となってお

りまして、死者数は確実に右肩下がりの状態に

なっているということ等が御理解いただけると

思います。免許人口や車両台数の増加などによっ

て、道路交通を取り巻く環境が年々厳しくなっ

ておりますが、その中で、交通事故死者数が着

実に減少している状況、これはこれまでに推進

してまいりました幾多の交通安全対策が効を奏

しているというほかはありません。これからも

県民一体となった交通安全対策を継続していく

ことが重要だというふうに考えております。

次に、２の交通事故の現状についてでありま

す。

この表は、本年８月末現在の交通事故の発生

状況を表にしたものであります。上段が全国、

下段が県内の状況であります。左のほうから発

生件数、死者数、負傷者数、及び昨年同期と比

較しての増減数を見ていただければおわかりの

ように、全国、本県とも発生件数、死者数、負

傷者数すべてにおいて減少をしております。特

に、本県の死者数は、前年同期より25％減少し

ておりまして、この減少率は、福井県に次いで

全国ベスト２位の成績となっております。ちな

みに、昨日現在でもマイナス13名で、減少率

は26.5％になっておりまして、ベスト２位をキー

プしております。ただ、65歳以上の高齢者の死

者につきましては、８月末で全国で54名、本県

でも５名増加しておりまして、憂慮すべき状況

にあります。

次に、交通事故の傾向についてであります。

（１）の発生時間帯別ですが、昼間に多く発

生しており、約8割を占めております。昼間が多

いのは、昼間のほうが交通量や人出が圧倒的に

多く、それに比例した結果だというふうに考え

ております。

（２）の、年代別の死者数ですが、例年は５
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割前後を占める高齢者の死者数が本年は６割を

超えております。全人口に占める高齢者の比率

が本県では約26％であることからしますと、相

当高い死亡率ということが言えます。

（３）の原因別では、前方不注意、安全不確

認等の緊張感を欠いた運転、いわゆる「てげて

げ運転」によるものが約７割を占めております。

全国の事故原因では約６割でありまして、本県

は全国と比較しますと、このてげてげ運転によ

るものが10ポイント程度高い状況にあるという

ことが言えます。

（４）の道路形状別では、交通がふくそうす

る交差点やその付近において約半数が発生して

おります。ただ、死亡事故に限りますと、直線

道路で半数以上が発生しております。これは直

線道路は速度が出やすいために、被害が大きく

なるということが一因ではないかと考えており

ます。

最後に、これまで申し上げてきました交通事

故の傾向を踏まえての当面の主な交通事故防止

対策についてであります。

まず、（１）の「てげてげ運転」追放のための

広報啓発活動の推進であります。昨年９月から

県民運動としててげてげ運転追放運動を展開中

でありますが、車の運転は、人命に直接かかわ

る責任重大な行為で、決して、てげてげであっ

てはならないという意識の醸成と高揚を図るた

めに、引き続き、関係機関・団体との連携を密

に図りながら、強力に推進していくことにして

おります。また、広報啓発活動と並行して、警

察では、前方不注意や安全不確認の原因となり

得る携帯電話使用違反等の取り締まりを強化し

ているところであります。

次に、（２）の高齢者宅の訪問指導、反射材の

普及促進による高齢歩行者対策の推進でありま

す。本県の高齢化率は25％を超えており、平成32

年ごろには、県民の３人に１人が65歳以上とい

うふうになることが推測されております。超高

齢化社会を迎えている本県におきましては、高

齢者対策の密度をさらに高める必要があると考

えておりますが、街頭における交通安全のため

の指導や誘導はもとより、警察官や交通安全指

導員による高齢者宅の訪問活動を積極的に行い

まして、高齢者御本人の特性に応じた個別の交

通安全教育、これを徹底するとともに、薄暮時

や夜間歩行中の事故を防ぐために、反射材の普

及促進と着用の啓発を図っていきたいと考えて

おります。

次に、（３）の飲酒運転等の交通事故に直結す

る交通違反取り締まりの強化であります。交通

事故を防止するためには、運転者が緊張感を保

持しながら運転することが非常に大切であり、

悪質、危険性、迷惑性の高い違反を重点に取り

締まりを徹底したいと考えております。特に、

飲酒運転につきましては、深夜から早朝の時間

帯の車両検問、これを強化して、徹底した取り

締まりを行っておりますけれども、今なお後を

絶たない状況にあります。このことは飲酒運転

の常習者やそれを容認する風潮が多く潜在して

いることを示しているものでありまして、運転

者への酒類提供違反、飲酒者への車両提供違反、

飲酒運転車両への同乗違反、いわゆる飲酒運転

周辺三罪と言われているものですが、それも含

めて、強い決意を持って飲酒運転の根絶を目指

したいと考えております。なお、飲酒運転根絶

の広報啓発活動の一環としまして、秋の全国交

通安全運動、これは９月21日から９月30日まで

行われますが、その期間中の９月28日に市民文

化ホールにおいて、宮崎県交通安全対策推進本

部と共催で「飲酒運転根絶フォーラム」を開催
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することにしております。

最後に、（４）の交通事故被害軽減のためのチャ

イルドシート使用率及びシートベルト着用率の

向上であります。チャイルドシートの使用、及

びシートベルトの着用が、交通事故発生時の被

害を軽減するための有効な手段であることは申

し上げるまでもありませんが、一般道路におけ

る県内のチャイルドシート使用率の平均値は、

本年４月の調査で39％、それから後部座席のシー

トベルト着用率の平均値は、昨年10月の調査

で18.7％にとどまっておりまして、特に低い結

果となっております。この数値は、ともに全国

ワースト３位でありまして、その有効性が県民

に浸透していない状況にあります。

そこで、本年は、緊急雇用創出事業臨時特例

基金事業を活用いたしまして、「チャイルドシー

ト使用及びシートベルト着用普及指導員」を委

託しまして、県内の事業所や幼稚園等を巡回指

導させておりまして、普及啓発に努めていると

ころであります。あわせて、警察官によるチャ

イルドシート、シートベルトに対する指導取り

締まりを強化しまして、使用率、着用率の向上

を図っていきたいと考えております。以上であ

ります。

○満行委員長 執行部の説明が終了しましたが、

まず、議案第１号９月定例補正予算につきまし

て、質疑がありましたらお受けいたします。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○満行委員長 ないようですので、次に、報告

事項について質疑はありませんか。

○松田委員 報告事項の中で暴力団排除条例の

ほうから１点、それから交通安全のほうで１点

お伺いいたします。

暴力団排除条例が全国で立ち上がっている中

で、私も、各県のできているところ、それから

策定しているところの状況を見させていただき

ました。１点、兵庫県でこういう事例がありま

した。兵庫県警は、暴力団の組事務所は当然規

制対象になるんですが、関連施設も含めて規制

をかけるということでした。これ、何じゃろか

いと思ったら、兵庫県は御存じのように、山口

組の組本部があって、そこに日参する全国の組

長たちが出先を置くということで、そういった

ことが関連施設ということのようでしたが、宮

崎県の場合もそういった暴力団事務所の関連施

設というようなことは考えられるのか。一例と

いたしまして、よく、街中の看板で個人でやっ

ていらっしゃる運送業者とかあるいは○○興行

といった看板がいかにも暴力団を類推させるよ

うな、一般市民から見たら不快感を持つような

看板があったり、そういった建物があったりし

ます。もう一点は、右翼の街宣車ですね、これ

が市街地とかに置いてあるんですが、それ自体

も市民、特に子供たちに大変な不快感をもたら

すんですが、そういったものまで、今回の宮崎

県が策定しようとしている条例に盛り込むこと

は可能なんだろうかと思うんですが、いかがで

しょうか。

○柄本刑事部長 類似施設という感じでの御質

問ですけれども、本県内の暴力団について、そ

ういう関連の施設については把握はしておりま

せん。組事務所としての把握だけでありまして、

そこに一応、今回の条例は係るという感じであ

ります。

それから、似たような右翼については、今回

の条例の中には暴力団のみでありまして、右翼

のほうは入っておりません。ただ、こういう施

設等に関しては、事業者とそれから不動産業を

営む者があらかじめ暴力団の事務所とか、そう

いうものに使われるのであれば、それを事前に
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確認しなければならない努力義務を設けており

ますし、そういうところで、もし、それがわか

らずになっても、その後解約とか、そういう手

続もとれるような形になっておりますので、そ

のほうはクリアできるかなというふうに考えて

おります。以上であります。

○松田委員 もう一点、ナイトスポット案内所

というのがよくニシタチにしましても、延岡の

船倉にしましても、そういった夜の案内所が最

近よく目立つようになりました。うわさによる

と、暴力団組織が運営しているというようなこ

とも聞くんですが、それはあとからわかること

もあるでしょうし、うわさがあったりすること

もあるでしょうが、今、おっしゃられたように、

そういうことがわかった場合、解約とかいうよ

うなことにも該当するわけなんでしょうか。そ

れとも、そういった営利行為はまた別のものに

なるんでしょうか。

○柄本刑事部長 一応、今回の暴力団排除条例

につきましては、組事務所等につきましても、

新たに開設し、運営しているという条項になっ

ております。したがって、今、あるものについ

ては、今回できる条例では規制できないと、た

だし、暴力団の組長がかわったりして代がわり

した場合は、この規制の対象になるという形に

なります。したがって、そういう案内所等につ

きましても、今の段階では暴力団排除条例では

適用はできない。しかし、あらゆる暴力団排除

活動の中での対応はできてくるんじゃないかと

思われます。例えば、その夜の店なんかを案内

する、そういうところが不動産の抵当とかかかっ

ておれば、今後、不動産のほうに、そういう努

力義務とかいうのがかかってまいりますので、

その辺のところで排除を進めることができるか

なというふうに考えております。

今回の本県の暴力団排除条例につきましては、

これは、各県でそれぞれ罰則のつけ方とか変わっ

ております。それぞれ本県の条例についても、

全国で制定している条例に合わせて、ある程度

のところは盛り込んできているとこなんですけ

れども、その県々で条例の内容が若干変わって

いる部分もありますので、本県の場合は本県の

その情勢に合わせた形の条例として制定をする

ことを考えております。以上であります。

○松田委員 ありがとうございます。

続きまして、交通事故のほうなんですが、今、

資料２で御報告を受けた中で、交差点での事故

が多い、半数だということなんですが、この内

容をもう少し詳しくお教えいただけますか。

○椎葉交通部長 交差点の事故でありますが、

発生件数を見ますと、横断中、それが約５％程

度、それからあとは車両相互、これはいわゆる

出会い頭の事故、それから右折・直進等の事故、

これが約92％、それから車両単独の事故、これ

が約2.1％、８月末現在で交差点内では2,585件

の人身事故が発生しております。

○松田委員 交差点のことですが、最近こうい

う新聞記事がありました。交差点の待ち時間を

短縮させようというのが警視庁のほうであった。

いわゆる都市部においては、交差点を待たない、

交差点が待ち時間が長いんで、歩行者が信号無

視をして渡るところに接触事故が多いというこ

とで、ことしから２カ年でその調査を始めると

いうことでした。「警察庁も全国警察に交差点の

点検を指示しており」というようなことだった

んですが、宮崎県内においては、交差点の待ち

時間が長いから、それで見切りというか、信号

無視をして歩行中に事故に遭われた方がいるも

のなんだろうか、それとも、もう一点が警察庁

からの点検指示というのを、宮崎県のほうは、



- 10 -

もう調査を始めていらっしゃるのだろうか、そ

れを伺いたいと思います。

○椎葉交通部長 結論から申し上げますと、こ

としの交通事故の中、特に死亡事故であります

けれども、人身事故は詳細に分析してない分も

ありますが、死亡事故に限りますと、信号機が

長いために渡っていって死亡したという事故は

ございません。

ちなみに、ちょっと数的なことを申し上げま

すと、横断中に10名死亡しております。それで、

交差点の横断中が２名であります。信号機が当

然その２名ともありましたが、そのうちの１名

だけが信号無視ということでありますけれども、

これは、夜間の事故でありまして、そういう信

号機が長いための飛び出しのための事故という

ことではございません。一般的な死亡事故とか

渋滞事故が発生をしますと、必ず、交通部の交

通企画課ないしは交通指導課の係官が現場に行

きまして、いわゆる交通事故の原因、今後の事

故防止対策等について検討するわけですけれど

も、大部分は人の過失によるものであります。

中には、ハード的な面、信号機の問題とか、道

路の形状の面とか、たまにはありますので、そ

の点は確実にそこで検討をして、是正できるも

のは是正するというスタンスに立っております。

それで、本庁の指示でのいわゆる交通規制の

見直しの関係でありますが、昨年に警察庁から、

より合理的な交通規制をやりなさいという指示

を受けております。これはどういうことかとい

いますと、道路交通環境が変化しまして、現場

の交通実態に適合しなくなったという交通規制、

これを放置しますと、いわゆる交通の安全と円

滑を図るという交通規制の目的が達成できなく

なる。加えて守れない交通規制というようなも

のも出てまいりまして、いわゆる遵法意識にも

問題があるというようなことで、見直しをしな

さいということで指示を受けております。

本県では、昨年から現場の警察署と交通規制

課のほうでやりとりいたしまして、94カ所の場

所を現在ピックアップして、見直しを作業中で

あります。その内訳が速度規制の見直し、駐車

規制の見直し、信号機の見直し、その他という

ことで94カ所現在はピックアップしています。

その中の信号機につきましては、22カ所ほど今

現在挙げていますが、既に、昨年平成21年、こ

れは予算が伴う関係で、年度の統計ですけど17

件ほど、ことしになりましてからも９件ほど既

にサイクルの表示の見直しをやっております。

参考までですが、速度の見直しも現在進めて

いまして、近々具体化するのが一ツ葉有料道路、

これを現在60キロでございますけれども、これ

を70キロにする計画でございます。実を言いま

すと、きょうの午後の公安委員会で、御審議い

ただいて、その決定を受ければ、12月ぐらいに

は有料道路を70キロに速度アップさせようとい

う見直しが現在進行中であります。 以上であり

ます。

○松田委員 ありがとうございました。

○長友委員 まず一点は、県内の暴力団排除活

動の推進状況に関連してですけれども、先ほど

説明があった中に、県外に本拠を置く暴力団が

本県での利権を求めて進出する動きがあるとい

う説明がございましたけれども、一般質問の中

で、犯罪のグローバル化ということをお尋ねさ

せていただきました。そういうものへのつなが

りの懸念はないのかというのを、まず一つ伺い

たいと思います。

それから、もう一つは、県内の組織14組織、

ほとんど六代目山口組の傘下の組織だというこ

とですが、昨夜かけさの報道で弘道会系の取り
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締まりの強化ということが出ておりましたが、

そこらあたり、県外から来るというんですけれ

ども、同じ山口組であれば、またそういうこと

も考えられるわけですけれども、その辺の事情

というのはどんなふうになっているのか、お尋

ねをしたいと思います。

○柄本刑事部長 お答えします。

最初の県外の暴力団の進出の状況であります

けれども、数としては、はっきり申せないとこ

ろなんですけれども、ある程度の数が県内に入っ

てきていることは事実であります。ただ、まだ

入ってきての、県内の暴力団の摩擦だとか、そ

れから利権争いでのいろんな対立抗争に発展す

るような事案とか、そういうのは今のところこ

ちらは認知はいたしておりません。

ただ、この山口組自体の考え方が、しのぎは

日本全国どこでやってもいいんだと、だから、

地元の暴力団が地元でやるのは地元の暴力団の

特権だという意識は持ってないと、だから、山

口組系であれば、どこの土地に行って、そうい

うしのぎというか、いわゆる資金源を獲得して

もいいんだというような考え方でやってきてお

りますので、県外の暴力団が今、宮崎に入った

からといっても、縄張りを荒らしているという

ような感覚は今のところはなくなってきている

というところであります。

それから、犯罪のグローバル化、いわゆる外

国人との結びつきの関係でありますけれども、

現在、宮崎のほうでは、そういう外国人とその

暴力団の結びつきにかかわるような事案、それ

からそういう情報も今のところは持っておりま

せん。

今後、どうなるかという部分があるんですけ

れども、そのことについては、まだ宮崎のほう

が陸の孤島という部分もあって、外国人が宮崎

に入ってきにくいという部分がまだ今のところ、

効を奏している部分に犯罪情勢としてはなるん

じゃないだろうかという考え方を一つ持ってお

ります。

それから、弘道会の関係でありますけれども、

警察庁のほうが弘道会の取り締まりを徹底指示

をいたしまして、宮崎においては、小林にある

丸山組が弘道会系の組織であります。これは一

組織であります。ただ、弘道会につきましては、

六代目山口組の中枢をなす組織でありまして、

この六代目の山口組の流れからすれば、県下の

暴力団組織はすべて六代目山口組の網にかかっ

ていると、直接の流れの弘道会の流れとしては

その一組織だけという状況でございます。以上

であります。

○長友委員 わかりました。

もう一点は、交通事故関係ですけれども、先

ほども説明がありましたとおり、将来的には３

分の１が高齢化すると、こういうことです。私

は、高齢化に関して質問は取り下げ、要望みた

いな形で申し上げましたが、推計からいくとやっ

ぱり65歳以上ぐらいが７万人ぐらいふえていく

んではないかという感じになる、現状からです

ね。だから、高齢化が超高齢化というか、非常

に深刻になってくると思うんです。そうします

と、お年寄りの判断力というか、高齢化の質が

非常に変わっていって、交通事故に対する懸念

というのが出てくるような気がするわけですね。

現に、昨日もお話をしましたけれども、90歳の

方とお話をしましたら、かくしゃくとしており

まして、まだ免許証も持っておりまして、警察

のほうで、そういう高齢者に対する免許証に関

する確認といいますか、それがあったときに、

「あなたはまだ70歳ぐらいの判断力やら持って

いるから、まだ大丈夫だ」という話があって、
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「じゃ、100歳までいいでしょうかな」と言った

ら、笑っておられたという話だけれども、そう

いう事実等が出てきます。これは、生活のため

に、どうしても、年をとっても免許を持って病

院に行かなくちゃいけない、買い出しに行かな

くちゃいけないという実情が出てくるわけです。

だから、加害者的な立場でも、あるいは歩行し

ていて被害に遭われる被害者的な立場でも、こ

の高齢化の影響というのは、今から出てくると

思うんですね。だから、こういうことに対しま

して、どのような認識を持たれて、対策をやっ

ておられるのか、もう一回ちょっと伺いたいと

思います。

○椎葉交通部長 高齢者対策につきましては、

いわゆる高齢者の運転者のほうから見た対策と

歩行者から見た対策と大きく２つに分かれるん

だろうと思います。御案内のとおり、高齢化は

これからどんどん進んでいく、すると、当然加

害者のほうも、被害者のほうも、加害・被害の

実態が件数が多くなってくるんじゃないかとい

う懸念は御指摘のとおりであります。運転者対

策といたしましては、法制度が昨年から変わり

まして、75歳以上につきましては、いわゆる認

知機能検査、これが新たに加わりました。それ

までは70歳以上、高齢者講習という講習を受け

て、これは実車訓練なんかもあるんですが、そ

の講習を受けた者がいわゆる更新をするという

形をとっていまして、それにプラスアルファー

で75歳以上につきましては、認知機能検査、い

わゆるその検査があって、その検査で一定の要

件に該当した場合は、臨時適正検査をしまして、

そこで認知機能に障がいがあるというふうに判

断されれば、免許の取り消しということになる

制度が新たにできました。

そのほかに、免許証の返納という問題がござ

います。メリットの問題もありまして、なかな

か浸透しないところもあるんですが、本県の場

合、年間に相当の人が返納していただいて、こ

の年をもって運転手をやめますという方は、結

構いらっしゃいます。そのメリットとして、例

えば、温泉券の半額であるとか、バスの運賃の

割引であるとか、そういう制度がなされていま

す。

それから、高齢歩行者のほうから見ますと、

非常に個人差がございます。ですから、一概に

何歳以上からどうのこうのという世界ではない

んですけれども、歩行者の立場から事故を防ご

うと思えば、一番重要なのは、夜間の反射材の

着用、これが一番大事だろうと思っています。

無償で配ったり、団体から寄附してもらったの

を配ったり、相当の数の反射材が出回っている

んですが、要は、着用のほうがですね、どうも

つけていらっしゃらない方がたくさんいらっ

しゃるようでありまして、これも高齢者宅の訪

問指導をやって、着用率をできるだけ高めてい

こうということで活動をしているところであり

ます。

高齢歩行者の今、70、80ぐらいの方々という

のは、若いころに免許証を持たないまま高齢に

なった方の比率が非常に高いんだと思います。

ですから、運転者の立場から見た高齢者のほう

がよくわからないものですから、そういう安全

意識の面からすると非常に低いんではないかと

思います。今後、10年、20年先の80ぐらいの高

齢者になりますと、自分が現役のときに運転免

許を持って運転した方々ですので、そういうこ

とになりますと、今の80歳の方とこれから20年

後の80歳の方というのは、全然交通安全意識の

持ち方が違うんじゃないかなと思っていまして、

高齢者対策としましては、今が一番正念場かな
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と、一番力を入れていかなきゃならない時期か

なと、そういうような認識に立っております。

以上です。

○長友委員 ひとつ、そういう高齢化社会のさ

まざまな変化といいますか、それをまたしっか

りとらえていただいて、各関係団体と協力をし

ながら、事故のないように、またお願いをして

おきたいと思います。

○中野委員 感謝とお礼を申し上げたいと思い

ますが、先ほど本部長があいさつの中で、口蹄

疫に２万3,000人を動員したという御報告があり

ましたが、えびのでも発生しました。発生しま

したので、地元の警察署等を通じて、私もかな

り強く警察官の動員をお願いしました。おかげ

さまで、えびのはいち早く６月４日には終息し

たし、８月末には全体が終息しました。ありが

とうございました。

次に、ちょっとお尋ねしたいと思うんですが、

この暴力団排除条例、議会に２月に上程して、

恐らく３月上旬には可決されると思うんですが、

これの施行が８月となっておるんですが、かな

り時間がありますよね。こういうのはもっと早

く施行できないものかどうかをお聞きしたいと

思います。

○柄本刑事部長 私どもとしましても、早いう

ちに施行したいというふうに考えておりますけ

れども、あらかじめ、県民への説明等も含めて

パブリックコメントは近々実施する予定でおり

ますけれども、そういう周知の時間を考えて８

月１日ごろになるんじゃないだろうかというふ

うにこちらのほうとしては予定をしております。

○中野委員 県民への周知ですね、暴力団にこ

れ、周知をする必要はないと思いますので、な

るだけなら早くですね。

それと、暴力団行政の中に、六代目山口組傘

下云々と書いてあるんですが、よくこの暴力団

は何代目何代目と書かれますよね。その意味が

どうも解せないんですが、余り何代何代という

と、何か歴史的な重みを与えて、組織を何か容

認するような社会風潮じゃないのかなというこ

とと、そこの組長なんかに何かカリスマ性を発

生させるような気もせんでもないんですけれど

も、何ですかね、何代何代、その意味がわから

んのですけれども……。

○柄本刑事部長 暴力団の呼び方の代名をつけ

ますのは、その組織ができ上がって以来、その

ドン・首領が―親分がかわると何代目という

のがかわる。ですから、最初にその組ができた

ときには初代になりますけれども、次に代がわ

りしたときは二代目、三代目という形になって

きますので、そういう呼び方で区別していると

いうことであります。

○中野委員 それはわかるんですけれども、徳

川15代将軍とか何代将軍と言えば、「ああ、徳川

時代続いている」というような重みがあります

よね。それと同じような何か感覚が、私個人か

どうか知りませんが、ただ山口組と一言で済ま

せればいいようなものをと思うんですがね。何

か雑誌なんかにもよく何代目、何代目と書いて

あってですね、何かずっと昔から続いたような

歴史があって組織が綿々と続いているような、

そういう歴史性を感じてしまうんですよね。こ

れは全国共通なんでしょうけれども、それで、

五代目と六代目は全く組織が違うんですか。山

口組五代目と山口組六代目は同じ組織なんです

か。全く入れかえ、何とか―社長が入れかわっ

たというだけの話でこう言われるんですかね。

○柄本刑事部長 山口組の五代目、六代目の代

については―この山口組の組長につきまして

は、いわゆる内部で山口組全体を構成する団体
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がございまして、その中で、いわゆる若頭になっ

ている者とか、次の一番の親分が引退した後に

次、ナンバー２がその親分になるというような

ことで、一つに決まってないんですね。ですか

ら、今回、今、六代目については、弘道会系の

司忍という―篠田健一それが今の六代目の組

長になっているんですけど、その前はまた別の

ところの者が組長になっていたというようなこ

とで、そこの部分は若干組の流れで変わります。

ですから、この呼び方につきまして、何代目、

何代目というのは、私個人で変えられるもので

もありませんし、一応、警察庁のほうがこうい

う形で呼んでいますし、彼らも自分たちのこと

を何代目というような言い方で言っております

が、それが通称の形になっている状態なんです

けれども、そこのところ、御理解いただく以外

ないんじゃないかと考えております。

○萩原委員 今の話ですけどね、宮崎県警から

何代目という呼称はやめて、山口組だけでいい

という方向にひとつ提言していってくださいよ。

今、中野委員が言うとおりなんですよ。その間、

六代も続いて警察は何しよったよということに

なるわけですよね。ですから、もう山口系でい

いですよね。私は、それでいいんじゃないかな

と思います。それをぜひ、警察庁のほうに言っ

ていただきたいなというのが一つ。

それと、交通部長、交通安全について、もう

ちょっとインパクトのあるような標語で啓蒙し

たらどうかと思うんです。例えば、「酒飲んで死

亡事故は殺人罪」とかですよ。いや、本当です

よ。そういうのを家庭に配ると家内か、おっか

ないが飲酒運転はだめよというようなことを啓

蒙していくと思うんですよね。車というのは、

走る凶器だということを子供たちに、本当、殺

人機ですよ。一歩間違えば殺人になるわけです

から。「使って便利、間違ったら殺人機」という

ような、そういうような、もうちょっとインパ

クトのあるような標語でやっていただければい

いんじゃないかなと。例えば、暴力団でも、「暴

力団、あなたは既に反社会人」とか、県民がみ

んなぱっと理解できるような―大相撲でいろ

いろ反社会的行為、反社会的と言うけれども、

暴力団員に、あなたは既に反社会人とか、そう

いうふうにして、啓蒙のあり方をあんまり品よ

くしなくて、ダイレクトで人の目にとまり、家

庭で話に出るような方法をやっていただければ

ありがたいなと思います。以上です。

○満行委員長 要望ですか。

○萩原委員 いや、考えをちょっと……。

○椎葉交通部長 先ほど申しましたように、い

わゆる走る凶器でありますし、飲酒運転で人を

はねて殺せば本当に殺人罪に匹敵するよな重大

な犯罪であります。それは、そのことを認識し

てない方は恐らくいらっしゃらないんじゃない

かなと思います。みんな認識しているんですけ

ど、いわゆる酒飲んで運転する人が軽い気持ち

で、「僕は、大丈夫だろう」ということで飲酒を

しているというのが実態じゃないかなと思って

いますが、先ほど御提案いただきましたインパ

クトのある標語につきましては、私ども警察の

ほうでいろいろチラシとか出して啓蒙活動を

やっているわけでございまして、そのようにし

ますとはちょっと申し上げられませんが、参考

にさせていただきたいと思います。

○萩原委員 よくすし屋さんとかそういうとこ

ろに、目に見えるところに「酒飲んで死亡事故

は殺人罪」とか、目につくと意外とやっぱり自

制することがあるんじゃないかと、みんなわかっ

とるんですよ、飲酒運転して人をひき殺したと

きには殺人罪になるということは。だけど、そ
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れは深層心理の中にあるだけであって、目に触

れさせないとやっぱりだめじゃないかなと思う

んですがね。ぜひ、ひとつ御検討願いたいと思

います。

○宮原委員 暴力団情勢等のところで覚せい剤

の取り締まり違反とか、賭博とか、恐喝とかと

いう形で書いてありますが、賭博の関係で、相

撲協会が関係していろいろ暴力団とのというの

がありましたよね。こういった関係というのは、

相撲協会だけではなくて、現在も、宮崎県の中

にもこういった賭博の関係というのはあるんで

すかね。

○柄本刑事部長 暴力団の野球賭博の関係の御

質問だと思いますけれども、この前、北署のほ

うで野球賭博を検挙いたしましたが、この中に

も暴力団の構成員が入っておりまして、それが

今のところ年間１億数千万が動いていたという

ようなことでありまして、その中で、どれだけ

暴力団の資金源として流れているのかというの

は、今、精査中でありまして、ちょっとはっき

りしたことは言えません。ただ、こういう野球

賭博なんかにつきましても、ここだけの話では

なくて、日本全国で行われておりますし、宮崎

だけではなくて、ほかのところでもやられてい

る可能性もありますので、その後の情報収集やっ

て、そういう兆候があれば、事件化をしたいと

考えています。

その中のいわゆる掛け金の部分なんかは、ど

れだけ暴力団の資金源になっているかというの

は、ちょっと今のところ私の方でも何とも言え

ないところなんですけれども、ただし、こうい

うのが暴力団の資金源にならないように、早め

早めに手を打って事件化をして、摘発をしてい

きたいと考えております。以上であります。

○宮原委員 その下の段に行くと、企業や行政

関係などを対象に不当要求、振り込め詐欺、振

り込め詐欺などは、しょっちゅうテレビでも報

道されているから、数も大分減ってきているん

じゃないかなというふうには思いますが、この

企業とか行政機関に対しての不当要求というの

は、結果的には、これを不当要求を受けていま

すということを申し出ることが、逆に、恐怖に

なるんじゃないかなというふうに思うんですが、

そのあたりについては、現在、県内でも結構あっ

ているんでしょうか。

○柄本刑事部長 現在は、地方公共団体のほう

なんかを含めて、暴力団排除のいろいろ協定等

を交わしまして、ほとんどなくなってきつつあ

るというのが現状であります。今のところ、銀

行、証券会社、その他の事業所等を含めて、非

常に数的には少なくなってきているというか、

ほとんど今、うちのほうではつかんでいないの

が現状であります。そういうのがあれば、情報

でも相談でもあれば、即、こちらのほうは事件

化して摘発をしますので、その分は非常に少な

くなった傾向であるというふうに認識しており

ます。

○宮原委員 今、言われますように、少なくなっ

ているのかもしれませんが、直接申し出るとい

うのはなかなかなのかなと思いますから、例え

ば、各警察署で、それなりの事業所とか顔を出

されることで、ごく普通に身近に警察の方がなっ

ておかないと、なかなか、「実は、こういうこと

がですね」ということは出てきづらいのかなと

いうふうに思いますから、そこについては、ひ

とつよろしくお願いをしたいと思います。

○柄本刑事部長 今の最後の御質問に対するお

答えになりますけれども、暴追センターが実施

している部分でありますけれども、暴力団排除

事業所等の講習等も相当幅広く県内行き届いて
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きています。それとあわせて各種相談等も警察

署のほうでしっかりと受けておりますし、いろ

んな事業所に対していろんな会議を通じて、そ

ういう講習等をやっておりますので、できるだ

け、委員御指摘になったような関係をしっかり

とつくって、何でも相談しやすい環境づくりを

今後とも進めてまいりたいと考えております。

よろしくお願いします。

○中野委員 今の引き続きというか、関連です

が、何か反社会的なものが暴力団で、相撲協会

もいろいろありましたよね、それと、入れ墨で

すよ。僕は、若いころから、入れ墨をしている

人と暴力団というのは非常に強いつながりで、

入れ墨している人はみんな暴力団に見えてしよ

うがなかったんですが、最近は、大相撲はさす

が入れ墨をした相撲取りはおりませんが、格闘

技何とかというのは入れ墨している人がどんど

ん出てきておるし、女の子の歌手なんかも腕

じゃ、へそ回りじゃとかいうて入れ墨している

のがおりますよね。私は、「そんなの消せ」とテ

レビを消させるんですけれどもね。若いころ、

谷崎潤一郎の刺青という小説を読んだけども、

あれが芸術かという気がして、疑問であったん

ですが、入れ墨が芸術なのかアクセサリーなの

かわからんのですけれども、これは、私は取り

締まるべきだと思うんですけれどもね。それが

何か暴力団等の金になるのか何かわかりません

けれども、しようがないんですけれども、いか

がなんでしょうか。

○柄本刑事部長 入れ墨に対する取り締まりの

関係ですけれども、これは成人に対しては、取

り締まる法規はございません。少年に対してこ

ういう入れ墨を入れたりするのであれば、「青少

年育成条例」のほうで取り締まりができます。

ですから、成人が自分の体にそういうものを入

れた場合には、これは無理に入れたりすれば強

要罪だとか、脅しで入れられたりすれば脅迫と

か、いろんな罪名に触れることになるんですけ

れども、本人が自主的に自分の意思で入れた場

合は、ちょっと刑罰法令には触れない状況であ

りますので、ただ、少年なんかについて、そう

いうのを施したりすれば、青少年育成条例違反

ということになります。

○中野委員 この前新聞に載っておりましたよ

ね。何か未成年か何かに入れ墨を―あれは彫

るというんですかね、そういうことで―青少

年育成条例で逮捕した云々が載っているから性

的なのかと思ったら、入れ墨云々と書いてあっ

て、「え、入れ墨ってたったこのぐらい」、法律

をたったと言うといけませんが、こういう類の

ものかなと思って読ましてもらいましたけれど

も、法律がないんですね。わかりました。

○宮原委員 交通部長のほうに、先ほど死者数

が平成21年度73人で、この50年間で３番目に低

い状況ということで、大変いい結果が出ている

というふうに思っているんですが、当然この死

亡事故には歩行中もあるでしょうし、車に乗っ

ているときもあると思いますが、シートベルト

とかチャイルドシートの着用率が低いというこ

とで、この73人が仮にシートベルトをしていた

とした場合、またチャイルドシートをつけてい

た場合に、助かったというのが何人ぐらいいらっ

しゃるんでしょうか。わからなければ後でかま

いません。

○椎葉交通部長 衝撃と死亡の因果関係が難

しゅうございますので、助かったかどうかとい

うところまでの統計をとるだけの確たるものが

ありませんもんですから、それはないというこ

とでございます。

ただ、チャイルドシートで、ことし、してな
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かったために２歳の男の子が死亡していますが、

それもチャイルドシートをしておったら助かっ

たのかなという気はしないでもありません。た

だ、してなかったために、かなりの打撃を受け

て、事故から２週間後ぐらいに死亡したという

事故は現実にございます。

○宮原委員 ありがとうございました。

○満行委員長 報告事項、その他の報告事項あ

りませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○満行委員長 なければ、その他で何かありま

せんか。

○松田委員 ３点ぐらいお伺いいたします。

先ほど、それから今回の本会議でも口蹄疫に

関する質問が相次いだんですが、本当に警察の

方々の御努力に支えられて、地域の方々、本当

に不安な毎日を送ったんですが、最終的には警

察権力、警察官がその場で道路、あるいは巡回

をしてくれるというバックアップになったなと

思って本当に感謝をしております。多々エピソー

ドとか警察サイドの御努力が情報でも出ており

ますが、いろんなところで聞くんですが、この

委員会ならではの、いわば、何というんですか、

地域の方々との密着したほのぼのエピソードみ

たいなものがあれば、お聞かせをいただきたい

と思います。

○横山生活安全部長 口蹄疫支援活動の中にお

けるエピソードということで、特に、市民の皆

さんとのかかわることでということでございま

すけれども、まず、警察の支援活動については、

本部長等が既に御報告を申し上げておるとおり

でありまして、４月20日の開始以来、130日に上

る支援活動に従事いたしまして、延べ５万人の

警察官が従事したわけであります。この中で、

いろいろ警察としても反省も含めて、あるいは

これからの活動に生かすための教訓も含めて取

りまとめ等をやっているところでありますけれ

ども、今、御質問のエピソード的な話を申し上

げますと、県外部隊を早めに警察庁を通じて応

援派遣を要請をしたということで、最大で65カ

所の消毒ポイント、それと延べ箇所数にします

と90カ所を超える消毒ポイントの配置を３名な

いし６名実施したわけであります。その中で、

その警察官、若い警察官で士気高い警察官であ

りましたけれども、５月の下旬には、都農町で

消毒ポイントに従事しておったんですけれども、

あるいはバスでちょうど交代時期であったんで

すけれども、火災が発生しまして、これは放火

事件でしたけれども、いち早く、現場活動に従

事しまして、地元の高鍋警察署が放火犯人をつ

かまえる活動に専念できたと、要するに、避難

誘導等とか消防車の整理誘導等をやってくれた

と、あるいは西都方面では、高齢の行方不明老

人の方を職務質問といいますか―早朝であり

ましたけれども、発見保護をするようなことが

できたというようなこともございます。

それと、現金支給がございました。現金支給

については、７月、８月、６月後半から従事を

いたしまして、それぞれ交付の場所で警戒等従

事しましたけれども、これも県外警察官が畜産

農家の方々に、これは私が報告を受けた限りで

はそういうふうに感じたんですけれども、同じ

警戒に当たるにしても、心を込めたといいます

か、丁寧な御案内とか、あるいは対応をしてく

れたからであろうと思うんですけれども、警察

官に対して、その畜産農家の奥様が、「警察官の

皆さんがこうやって警戒していただいている、

こんなことまでやっていただける、こういう姿

を見て元気が出ました。暑い中、大変でしょう

けど頑張ってください」と、こういう話でした
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けれども、その警察官も、「いや、私たちは、全

然大変じゃありません。皆さんが元気を出して

いただけるように頑張ります。ありがとうござ

います」と、こういう会話がありまして、その

女性の方も涙を流しながら、10万円という義援

金を受け取って帰られたという話も報告があり

ました。

このほか、221件の激励とか、現場での差し入

れ等をいただき、ゆで卵を夜の10時半ごろ自宅

でつくって差し入れる、あるいは地元のお団子

ですとか、バナナですとか、ドリンクですとか、

アイスクリームですとか、暑いでしょうと、こ

ういう話がすべて対策本部長のところに報告が

上がってまいりましたけれども、地元の方々と

の触れ合いというのは、ある意味で、県民の皆

さんと全国の警察とのきずなが強く確認できた

といいますか、そういうことで、今回の口蹄疫

支援活動は、見えない敵と申し上げるとちょっ

と言葉がおかしいかもしれませんけれども、そ

ういう戦いでありましたけれども、酷暑、豪雨

の中で24時間警戒に当っておった警察官との触

れ合いを通じて、一層士気を高く、かつ警察活

動としてのやりがいといいますか、生きがいを

感じた一つの長期間の活動でありましたけれど

も、そういうものを感じたものであります。エ

ピソードにはならないかもしれませんけれども、

いろいろ報告すれば切りがないですけれども、

そういうような状況がありました。以上であり

ます。

○松田委員 ありがとうございます。

あと２点簡単に伺います。１点は、自転車窃

盗、２点目がこれからの警察の人材確保なんで

すが、自転車泥棒が大変多いということを聞い

ております。私も中学校のＰＴＡの役員してお

りますが、中学生に聞きますと、万引きに関し

ては、大変、罪悪意識を皆持っているんですが、

自転車に関しますと、とったりとられたりが日

常茶飯事で、それが犯罪とは思っていないよう

な節もあります。

聞くところによると、宮崎県内の刑法犯の中

の３割が自転車窃盗だと伺っていますが、日向

市のほうでは二重ロックなどの措置も始めるよ

うになりました。また、宮崎県では、全国に先

駆けて「思いやりロック」というようなことも

始めていらっしゃるんですが、６月９日は、「ロッ

クの日」でしたか、「自転車ロックの日」でした

か、こういった宮崎県が全国に先駆けて取り組

んでいらっしゃる自転車窃盗犯罪に対する現状

をお教えいただきたいと思います。

○横山生活安全部長 街頭犯罪抑止総合対策を

強力に推進しておりますけれども、特に、宮崎

県におきましては、若干数値的なことを申し上

げますと、全窃盗犯に占める割合が先ほど御指

摘のとおり約38％、刑法犯に占める割合が約30

％ぐらいというような状況があります。そのよ

う な中で、委員からお話しのとおり、万引きに

つきましては、８月末現在で、全国では非常に

対前年に比べますと、向上率が全国２位です。

要するに、万引きの発生率が刑法犯の中で低く

なったという率からしますと、全国で２番目で

非常に万引き防止対策が、学校の先生たちとか

地域のボランティア関係の方々とか、そういう

方々の御支援、御理解等を得て、あるいは管理

者の方々の御理解を得て、非常によくなってき

たという中で、自転車盗が依然として高い率で

悪い。これは全国でワーストワン―刑法犯に

占める自転車盗の割合というのが全国では１番

目というような状況でありまして、東京、埼玉

なんかよりも宮崎のほうがまだ悪いという、そ

ういう状況があります。
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昨年の自転車盗が8月末現在で1,601件、こと

しが1,763件という、そういう状況であるんです

けれども、自転車盗は、刑法犯あるいは窃盗犯

が低くなっている状況の中で、まだふえておる

という状況でありまして、６月９日から「思い

やりロック作戦」というのを推進中でありまし

て、６月９日から９月８日まででありますけれ

ども、指定駐輪場17カ所、県内13警察署で指定

をしておりまして、昨年は自転車盗が93件発生

しておりますけれども、ことしは32件というこ

とで、61件の減少、率で65.6％の減少率という

ことでありまして、引き続き、この思いやりロッ

クという、そういう活動を推進していきたいと

思っております。これは県内17カ所の指定駐輪

場でありますけれども、そのほかの場所につい

ても、この二重ロックなりあるいはかぎかけを

強く呼びかけた結果、少なくなってきておると

いう状況がありまして、あわせてこの17カ所の

指定駐輪場では施錠率が非常に高くなりました。

これまでこの期間約2,800台かぎを警察あるいは

パトロール隊のほうでかけてきましたけれども、

その施錠率が高くなったということと、駐輪場

周辺の環境が、例えばごみが少なくなったとか、

ちゃんと並べるようになった、あるいは花を置

いていただけるようになったとか、そういうよ

うなことで環境が非常によくなったということ

ですので、引き続き、この活動を強力に推進し

てまいりたいと思っております。

なお、思いやりロックの歌というのを警察職

員のほうでつくって、警察音楽隊のカラーガー

ド隊が振りつけをしたＤＶＤも作成しておりま

す―ＣＤを作成しておりますので、もし、委

員の先生方、車の中で御試聴いただければ、ま

たお届けをさせていただければと思っています。

小学校とか幼稚園等にも配布してその踊りを

やっていただこうと、あるいは口蹄疫復興イベ

ント等でも、西都とか国富でも御披露させてい

ただいておりますけれども、非常に明るくする

運動のＣＤ・ＤＶＤでありますから、先生方の

また御理解いただければ、至るところでかぎか

け、自転車盗難抑止が高まるんではないかとい

うふうに思っておりますで、また、御理解いた

だければと思っております。以上であります。

○松田委員 ありがとうございます。

最後です。人材確保なんですが、団塊世代の

大量退職ということで、全国の県警でも採用を

年２回にふやすとかいろんなことをしていらっ

しゃるようです。宮崎県では先行して年２回の

採用試験等していらっしゃいますが、ほかで聞

きますと、身体的な条件の緩和ですとか、あと

は女性警察官の年齢引き上げとか、いろんなこ

とを考えているようですが、宮崎県警において

は、どのようなことでよい人材を確保しようと

していらっしゃるのか、お聞かせください。

○根本警務部長 宮崎県警でございますけれど

も、御指摘のとおり、今後10年間で約630名が定

年退職をするということになっておりまして、

この数字は、全警察官の約3分の１が入れかわる

という状況でございまして、まさに大量退職・

採用期にあるわけでございまして、まずは数多

くの受験者を確保して、その中で非常に優秀な

質の高い人材を確保するというのが非常に重要

な課題になっているところでございます。

ちなみに、最近の倍率を御紹介いたしますと、

本年度、高卒はこれから実施いたしますので、

大卒程度でございますけれども、男性警察官に

ついては受験倍率が11.1倍、女性警察官につい

ては、これも大卒程度でありますが、21.3倍と

いう数字でございまして、いずれも、多数の受

験者が確保できていると認識をしているところ
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でございます。

また、昨年度でありますけれども、まず、男

性警察官でありますが、大卒程度で11.1倍、高

卒程度におきましては11.6倍というレベルでご

ざいまして、この数字は九州管内におきまして

は、沖縄、福岡に次いで３番目という数字でご

ざいます。また、女性警察官でありますけれど

も、これは例年20倍以上という非常に高い倍率

を確保できておりますけれども、昨年度も大卒

におきまして19倍、高卒においては29倍と、こ

れについても、九州管内では、沖縄に次いで２

番目というレベルで、非常に数多い受験者の確

保という点では、目的は達成できているという

ところでございます。

しかしながら、これから大量退職に伴って、

数多くの受験者の確保というのは非常に重要な

課題、そういった危機感を持って、これからリ

クルート活動をさらに力を強めてまいりたいと

思っていますけれども、これまでやってきてい

る諸活動としましては、警察学校において体験

型の就職説明会を開催するなどして、例えば、

指紋採取を実際に経験をしてもらうであります

とか、あるいはその年に採用された警察官とフ

リートークをしてもらって、警察の業務の魅力

をじかに感じ取ってもらったり、あるいは東京

とか福岡の大都市において、ふるさと就職フェ

アというんですかね、宮崎県出身の方向けのふ

るさと就職説明会に積極的に参加をしたり、あ

るいは県内の大学はもちろんのことであります

けれども、東京でありますとか、大阪、名古屋、

福岡、そういった大都市の大学に出向いて、リ

クルート活動を展開をしているところでありま

す。また、あわせて各署においても、管内の大

学、高校に出向いて、その学校のＯＢ職員なん

かを交えて、じかに生徒と触れ合って、警察業

務を伝えているところであります。

そのほかに、民間バスを利用してのポスター

の掲示でありますとか、あるいは県警のホーム

ページに採用コーナーを設置したりとか、ある

いは今の若い人たちでございますので、インター

ネットを活用しまして、大学生向けの就職サイ

ト、こういったものを登録して、幅広いリクルー

ト活動を展開して、今後もこういった創意工夫

を凝らして、一人でも多くの受験者を確保して

まいりたい考えております。

○松田委員 ありがとうございます。

○長友委員 要望になるかもしれませんが、私

の地域というのは6,000人弱の地域で、駐在所を

２カ所いただいておりますけれども、特徴的な

のは、六反田というところに刑務所を抱えてお

るという事情がございます。かつては、やっぱ

り暴力団の幹部等が出所するときあたりは、大

変迎えの車等が並んだというところでございま

す。それで、財政状況が非常に今、厳しいのか

もしれませんけれども、パトカーが配置してあっ

たのがもうないわけですね。それに駐在所等も

今もうバイクになっております。地域住民から

も非常に強い要望、やっぱり刑務所等があるよ

うな特殊な地域には、せめてパトカー級の装備

というのは配備してもらえないかというのが非

常に強い要望でございますので、どういう―

その方、言われるのかちょっとお伺いをして、

できたら配備していただきたいという御要望を

お伝えしたいと思います。

○根本警務部長 各地域の犯罪情勢とかそう

いった特殊状況、そういったものはよくよく勘

案しながら、また、住民の方々からの要望とい

うものを踏まえながら、今後のそういった警察

活動の展開、パトカーの配備なんかも含めて検

討してまいりたいと考えておりますけれども、
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小型警ら車のミニパトの配備現況でございます

けれども、現在、13署のうちの各施設161カ所に

対して119台のミニパトを配備して、こういった

必要な各種警察活動を展開しておりますので、

そういった各地の特殊状況をよく聞きながら、

今後の業務に資してまいりたいと考えておりま

す。

○長友委員 住民は至って平穏に暮らすところ

ではあるんですけれども、その周囲あたりには

暴走行為を繰り返す者が出てきたり、あるいは

やくざの組織に入っているのかどうかわかりま

せんけど、そういう者が顕在をしているという

状況もございます。したがいまして、もう一回

事情等も調べていただいて―勘案していただ

いて、できましたら、そのような配備をお願い

できればと思っております。よろしくお願いし

ます。

○満行委員長 それでは、以上をもちまして警

察本部を終わります。

暫時休憩いたします。

午前11時25分休憩

午前11時30分再開

○満行委員長 委員会を再開いたします。

本委員会に付託されました議案等について、

教育長並びに関係課長の説明を求めます。なお、

委員の質疑は、執行部説明がすべて終了した後

にお願いいたします。

○渡辺教育長 教育委員会でございます。よろ

しくお願いいたします。

説明に入ります前に、お礼を申し上げさせて

いただきたいと存じます。

８月１日から５日までに開催されました「全

国高総文祭宮崎2010」におきましては、満行委

員長を初め、委員の皆様に御多忙中にもかかわ

りませず、総合開会式はもとより、県内各地の

会場に足をお運びいただき、まことにありがと

うございました。口蹄疫の影響で一時は開催そ

のものが危ぶまれた時期もありましたが、県内

各地に高校生の笑顔があふれ、若い力を存分に

発揮した発表が行われるなど、本大会の開催が

口蹄疫からの復興の第一歩として、県民の皆様

に希望と元気を与えることができたのではない

かと考えているところであります。委員の皆様

方の温かい御支援と御協力に対しまして、この

場をおかりいたしまして厚くお礼を申し上げま

す。ありがとうございました。

それでは、説明に入らせていただきます。お

手元の文教警察企業常任委員会資料をお願いい

たします。表紙をお開きいただき、左側の目次

をごらんください。

今回、御審議をいただきます議案は、議案第

１号「平成22年度宮崎県一般会計補正予算（第

７号）」並びに議案第12号「宮崎県育英資金貸与

条例の一部を改正する条例」の２件であります。

また、その他の報告事項といたしまして、宮崎

県教育委員会の「教育に関する事務の管理及び

執行の状況の点検及び評価について」など４件

を説明させていただきます。

このうち、補正予算についてでありますが、

右のページをごらんいただきたいと存じます。

今回の教育委員会の一般会計の補正予算は、表

の下のほう、太線で囲んでおります計の欄に記

載しておりますように、3,803万7,000円の増額

補正をお願いするものでありまして、補正後の

額は1,147億4,734万7,000円であります。内容に

つきましては、表の一番右の補正内容の欄に記

載しております高鍋農業高校家畜導入事業など

２件で、口蹄疫復興対策に伴う補正及び国庫委

託事業の決定に伴う補正であります。
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私のほうからは以上でありますが、引き続き、

関係課・室長から説明いたさせますので、御審

議のほど、よろしくお願いいたします。

○福永財務福利課長 財務福利課関係について

御説明申し上げます。

初めに、「平成22年度９月補正 歳出予算説明

資料」の財務福利課のインデックスのところ、139

ページをお願いいたします。

その一番上の行でございますけれども、今回

の補正は、口蹄疫復興対策の実施に伴いまし

て3,121万円の増額をお願いするものでございま

す。

補正後の額は、同じ欄の右から３列目でござ

いますけれども、75億9,816万5,000円となりま

す。

次に、増額となる事項について御説明申し上

げます。

１枚おめくりいただきまして141ページをお願

いいたします。

上から５行目の（事項）産業教育設備費につ

きまして、3,121万円の増額をお願いしておりま

す。これは下の説明のところにありますように、

「新規事業 高鍋農業高校家畜導入事業」によ

りまして、口蹄疫で殺処分いたしました実習場

家畜の再導入に要する経費を3,121万お願いして

いるものでございます。なお、詳細につきまし

ては、後ほど常任委員会資料により御説明申し

上げます。

資料かわりまして、「平成22年9月定例県議会

提出議案」の37ページをお願いいたします。

議案第12号「宮崎県育英資金貸与条例の一部

を改正する条例」についてでございます。

表の右側にあります「改正後」の欄をごらん

ください。ここにありますとおり、本条例改正

案は、口蹄疫に起因して生じた経済的理由によ

り修学が困難な者に対しまして、育英資金の貸

与の額に１万円を加算することができるよう改

正するものでございます。なお、詳細につきま

しては、常任委員会資料により御説明申し上げ

ます。

それでは、大変申しわけございませんが、常

任委員会資料の２ページをお願いいたします。

新規事業「高鍋農業高校家畜導入事業」につ

いてでございます。

１の事業の目的につきましては、口蹄疫で全

頭殺処分した高鍋農業高校の実習用家畜につき

まして、復興計画に基づいた再導入を図るもの

でございます。

２の事業の内容についてでございますが、導

入する家畜は、肉用牛12頭、乳用牛20頭、豚13

頭の計45頭でございます。これらの家畜を導入

し、繁殖等を行った後の復興目標は、口蹄疫発

生前と同規模の状態としております。

それでは、復興計画の詳細について御説明さ

せていただきます。資料３ページ、「高鍋農業高

等学校の舞鶴牧場復興計画」をごらんください。

まず、資料左側の「導入計画」でございます

が、肉用牛につきましては、生後９カ月から11

カ月の育成牛を12頭、乳用牛につきましては、

初妊牛を15頭と生後９カ月から11カ月の育成牛

を５頭導入いたします。

豚につきましては、生後６カ月から７カ月の

母豚を９頭と、同じ年齢の種豚を４頭導入いた

します。

次に、「繁殖計画」でございますけれども、肉

用牛につきましては、生後13カ月から14カ月に

達した牛から順次人工授精を行いましてふやし

てまいりますけれども、36カ月後には繁殖牛12

頭、育成牛２頭、子牛２頭規模の和牛繁殖経営

を目指しております。
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乳用牛につきましては、導入後すぐに出産を

させまして、雌牛は育成牛として育てます。ま

た、出産して２カ月から４カ月後に人工授精を

行いまして、次の出産を目指します。

さらに育成牛として導入した５頭につきまし

ては、母牛となりますけれども、このことによ

りまして、導入直後から年間を通しまして、搾

乳実習ができることになります。なお、導入後26

カ月で母牛21頭、育成牛６頭、子牛12頭規模の

酪農経営を目指します。

豚につきましては、導入した豚を交配しまし

て、生まれた子豚を肥育して出荷するとともに、

よい豚につきましては、育成豚として残してま

いります。なお、導入後15カ月で母豚15頭、種

豚４頭となり、年間出荷頭数は300頭規模の養豚

経営を目指します。

以上によりまして、牛、豚が充足されること

によりまして、約３カ年をかけて殺処分前の状

態に復興できると考えております。

資料２ページにお戻りください。

３の事業費でございますけれども、3,121万円

となり、その全額を口蹄疫復興対策基金を財源

としております。

次に、４ページをお願いいたします。

「宮崎県育英資金貸与条例の一部を改正する

条例」についてでございます。

１の「改正の理由」でございますが、今回発

生しました口蹄疫により経済的影響を受けた世

帯の高校生等に対する修学を支援するために、

特例措置といたしまして、現在育英資金の貸与

月額に加算できるよう、所要の改正を行うもの

でございます。

次に、２の「改正の内容」でございますが、

まず（１）の対象者といたしましては、現行制

度の貸与対象者でございます高校生、大学生、

専修学校生等すべてといたしまして、その中で

口蹄疫の影響により修学が困難と判断される者

で加算を希望する者としております。

また、（２）の加算額といたしまして、現行月

額に一律10,000万円を加算することとしまして、

選択制ということでしております。

また、（３）の加算期間といたしまして、平成22

年４月１日から平成24年３月31日までとしてお

ります。

次に、３の施行期日でございますが、公布の

日から施行することとなりますけれども、平成22

年４月１日にさかのぼっての適用としておりま

す。

なお、次の５ページに（参考）といたしまし

て、現行貸与月額と10,000円加算した場合の貸

与月額を掲載しておりますのでごらんください。

一つ例示を申し上げますと、中ほどの網かけ

の部分、「大学」の「私立」の「自宅外」の欄が

一番高い貸与月額でございまして、現行で

は63,000円の貸与額となっておりますけれども、

これが10,000円の加算で月額73,000円となりま

す。その他につきましては、区分別にごらんい

ただきたいと思います。

財務福利課につきましては以上でございます。

○清野文化財課長 文化財課でございます。

議案第１号「平成22年度宮崎県一般会計補正

予算（第７号）」についてであります。「歳出予

算説明資料」をお願いいたします。文化財課の

インデックスのところ、143ページをお開きくだ

さい。

今回の文化財課の補正は、国の委託事業決定

に伴うもので、一般会計で682万7,000円の増額

補正をお願いしております。

この結果、補正後の額は10億8,744万2,000円

となります。
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補正の内容について御説明いたします。１枚

めくっていただきまして145ページをお開きくだ

さい。

上から５段目、（事項）考古博物館教育普及費

の「国際交流展関連共同研究調査事業」の国庫10

分の10の委託決定に伴うものであります。これ

は我が国に稲作が伝わる以前の農耕が台湾等を

経由して南方から伝播してきた可能性につきま

して、西都原考古博物館で開催いたします「国

際交流展」において、国内初となります台湾出

土考古資料の展示や、台湾の研究者を招聘して

講演会を実施することにより、その内容をわか

りやすく県民へ紹介いたしますとともに、台湾、

韓国の国立博物館等と共同研究・調査を実施す

るものであります。

文化財課は以上でございます。よろしくお願

いいたします。

○安田総務課長 委員会資料の６ページをお願

いいたします。

「宮崎県教育委員会の教育に関する事務の管

理及び執行状況の点検及び評価について」であ

ります。

まず、第１にありますが、この点検評価を行

う根拠法令であります。

地方教育法行政の組織及び運営に関する法律

第27条におきまして、「教育委員会は、毎年、そ

の権限に属する事務の管理及び執行の状況につ

いて点検及び評価を行い、その結果に関する報

告書を作成し、これを議会に提出するとともに

公表しなければならない」とされているもので

ありまして、教育委員会では毎年点検評価を行

い、常任委員会に提出させていただいておりま

す。

次に、第２の点検・評価の対象であります。

平成19年６月に策定いたしました本県の総合

計画「新みやざき創造計画」のうちから、教育

委員会が所管する各施策の前年度の実績につい

て、点検・評価を行うものであります。

下の表１に、みやざき創造戦略の全体の体系

を示しておりますが、このうち、丸印をつけま

した戦略１－１、戦略１－２、戦略１－３が、

教育委員会が所管するものでございます。

７ページ、右のページをお願いいたします。

点検・評価を行う施策について、表２として

具体的にお示しをいたしております。

一番上、戦略１－１、「全ての大人は全ての子

どもの教師たれ」では、①の「学校支援ボラン

ティアやコミュニティ・スクール等、地域の人

材を活用した取り組みの推進」と、少し下のと

ころ、②の「いじめ等悩みを抱える児童・生徒

の相談窓口の充実」の２つが重点項目でござい

ます。

同様に、戦略１－２「学力・スポーツレベル

の向上」には、①から④まで、さらに戦略１－

３「視野の広い人材の育成・輩出」には、①か

ら③の重点項目がそれぞれございます。

次の８ページをお願いいたします。

第３の点検・評価の方法についてでございま

す。

１に示してありますとおり、点検・評価は、

統一性・客観性を確保する観点から、全庁的に

行っております「宮崎県政策評価システム」を

活用して行っております。

まず、（１）の評価の観点は２つございまして、

進捗評価は、新みやざき創造戦略において工程

表を策定しておりますので、この工程表の進捗

状況を評価するものでございます。

次に、成果評価は、工程表に基づいて取り組

んでまいったところでございますが、どの程度

の成果が上がっているのかということを評価す
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るものでございます。

（２）の評価の基準は、進捗評価及び成果評

価ともに、それぞれＡ、Ｂ、Ｃの３段階で評価

を行っております。

次に、（３）の評価の対象でありますけれども、

先ほどごらんをいただいた、前のページ、７ペー

ジに帰っていただきたいのですけれども、先ほ

ど御説明をしました表２の①、②と丸印で示し

ております重点項目について、それぞれ評価を

行っているものでございます。

８ページにお戻りをいただいて、最後に、第

４の「点検・評価の議会への提出及び県民への

公表」でありますけれども、本日、常任委員会

に報告をさせていただきました後に、今後ホー

ムページで公表することといたしております。

私からの説明は以上でありますが、引き続き、

点検・評価の中身につきまして、政策企画監、

学校政策課長、生涯学習課長から説明を申し上

げます。

○吉村政策企画監 それでは、恐れ入りますけ

れども、別冊の資料、Ａ４判の横になっている

ものですけれども、「平成22年度教育に関する事

務の管理及び執行の状況の点検及び評価（平成21

年度対象）」という冊子をお願いいたします。

表紙を含めまして２枚あけていただきまして、

１ページをお願いいたします。

枝戦略１－１「全ての大人は全ての子どもの

教師たれ」について御報告をいたします。

初めに、１の「枝戦略の概要」でございます

けれども、「本県の子どもたちの健やかな成長を

目指しまして、学校支援ボランティアなど、地

域人材を積極的に活用することによって、悩み

を抱える子どもへの支援に努めるとともに、学

校・家庭・地域のそれぞれの教育力の向上を図

ること」を目標としております。

そこで、２にありますように、この枝戦略の

基本指標を「公立小・中・高等学校における不

登校児童・生徒数」とし、平成22年度の目標を、

平成19年度からの４年間で、現況値であります

平成17年度の不登校児童・生徒数、1,259名です

けれども、ここから100名の減と設定し、取り組

んでまいりました。

平成21年度の実績につきましては、昨日公表

いたしましたとおり、1,249人であり、現況値か

ら見ますと、10人の減でした。

次に、３の「重点項目の進捗状況等」につい

てでございますが、まず、①の「学校支援ボラ

ンティア等、地域の人材を活用した取り組みの

推進」につきましては、１つ目の丸にあります

ように、平成20年度まで取り組みました「地域

で子どもを育てる地域教育システム創造実践モ

デル事業」における成果、例えば、「地域全体で

子どもをはぐくむためのシステムづくり」です

とか、「地域における子育て目標の設定」等につ

きまして、他の地域に普及するとともに、この

事業の発展的な位置づけとなります「学校支援

地域本部事業」では、昨年度新たに２つの市町

を加え、県内19の市町、24本部での取り組みと

するなど、地域全体で学校を支援するための体

制の整備・拡充に努めてまいりました。

また、その下にありますように、県内のすべ

ての特別支援学校で実施いたしました一般県民

を対象とする「特別支援教育ボランティア養成

講座」の参加者数や、その下の丸でございます

が、「子どもたちの豊かな体験活動等」の充実を

図るための地域住民を対象といたしました指導

者養成研修会への参加者数も、目標を上回る状

況でした。

しかしながら、その下の「黒三角」の米印の

ところにありますように、学校の授業で教科等
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の指導に参加した地域の方々の数が、目標値に

達しなかったことや、その下の表の平成21年度

の欄にありますように、学校支援ボランティア

数は、目標値を大きく上回ったものの、下の「登

下校の安全指導」につきましては、目標値に達

することができませんでした。

昨年度は、新型インフルエンザの流行で、学

校の臨時休業等が多かったとはいえ、一部に目

標を達成できなかったことから、進捗評価は

「Ｂ」と判断をいただきました。

このように、一部に目標値を下回る取り組み

状況ではありましたけれども、成果といたしま

しては、１つ目の丸にありますように、「学校支

援ボランティアの登録者数」も、そしてその実

績も、20年度と比較しますと、順調に伸びてき

ており、地域人材を活用した取り組みの拡充・

充実が見られたことや、２ページの上から２つ

目の丸にありますように、保護者はもちろんの

こと、地域住民にも子供の教育について理解を

深めてもらう「オープンスクール」に87.5％の

公立学校が取り組み、情報提供がより広域的に

行われるなど、地域と学校の双方において、地

域人材の活用を図る取り組みが推進されてきて

いることなどから、成果・評価は「Ａ」となり

ました。

次に、②の「いじめ等、悩みを抱える児童生

徒の相談窓口の充実」についてですけれども、

１つ目の丸にありますように、「スクールカウン

セラー」等の適切な配置による学校の相談体制

への支援とともに、ＮＰＯ法人委託によります

「子ども専用相談電話 チャイルドライン」に

おける相談日の増設等や、その下ですけれども、

昨年度から新たにスタートいたしました「ネッ

トいじめ対策推進事業」におけるネット上のい

じめに関する情報収集・相談窓口としての「目

安箱サイト」の開設や、「ネットいじめ対策会議」

の設置等、計画どおり進めてまいりました。し

かし、下の黒三角にありますように、ネットい

じめ対策推進事業の一貫で行いました情報モラ

ルの向上を図るための「親と子のインターネッ

ト講座」ですとか、「ネットいじめにかかわる教

育講演会」への参加者数が目標に達することが

できず、教職員や保護者等への指導・啓発等に

ついて、十分でなかったことなどから、進捗状

況は「Ｂ」となりました。

最後に成果ですけれども、１つ目にあります

ように、「スクールカウンセラー」等の配置によ

り、効果的な相談活動が展開されたことで、い

じめの認知件数がここ３年間で約３分の１に減

少していることや、特に小中学校の不登校率に

つきましても、全国で下から３番目と低い水準

となっていること、さらに３つ目の丸にありま

すように、顕在化してまいりましたネット上の

いじめ等に対応できる体制づくりを推進できた

ことなどが挙げられます。

しかしながら、一番下にありますように、平

成21年度の小・中・高等学校の不登校児童・生

徒数は、先ほどの２の基本指標の達成状況でも

申し上げましたとおり、10名の減ということで、

平成17年度とほぼ同水準であり、今後とも、相

談体制の一層の充実と、きめ細かな指導等の継

続した取り組みが必要であることから、成果評

価につきましても、Ｂと判断いただきました。

なお、外部評価委員会からの御意見は特段ご

ざいませんでした。

枝戦略１－１につきましては、以上でござい

ます。

○児玉学校政策課長 次に、３ページをごらん

ください。

戦略１－２について御説明いたします。
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初めに、「１ 枝戦略の概要」でありますが、

少人数学級等の実施によるきめ細かな学習指導

の充実や、幼保・小・中・高・大の連携による

教育、強化指定学校等による教育の推進に努め

ますとともに、教職員の研修の充実を図ること

により、本県教育水準の一層の向上に努めるこ

ととしております。

次に、「２ 基本指標の達成状況」についてで

あります。

２つの基本指標を掲げておりますが、まず、

「全国学力・学習状況調査の結果」について御

説明いたします。

これにつきましては、平成22年度の目標値を

全国平均値以上と設置しております。達成状況

でありますが、昨年度の調査結果につきまして

は、小学校の正答率が全体としてほぼ全国平均

程度でありました。中学校については、すべて

教科で全国平均を上回っておりました。

次に、もう一つの指標「公立学校の全児童生

徒に対する体力テストで、全国平均値を上回っ

た項目の割合」についてであります。

平成22年度の目標値を65％と設定していると

ころでありますが、昨年度の状況は59.8％であ

り、目標値には達しておりません。ただ、本県

のデータを平成20年度のものと比較してみます

と、達成状況の欄にありますように、全調査204

項目中、103項目が前年度の数値よりも上昇して

おり、ここ数年、良好な状況であります。

次に、「３ 枝戦略を構成する重点項目の進捗

状況等」についてであります。

初めに、「①少人数学級等の実施によるきめ細

かな学習指導・生徒指導」についてであります。

１つ目の丸にありますように、少人数学級に

つきましては、前年度に引き続き、中学１年生

での試行による効果検証を行いました。また、

少人数指導につきましても、学校の児童生徒数

や学校数等を考慮した加配教員の配置校の見直

しを行っております。その結果、（成果）の欄に

ありますように、小学校１・２年生の少人数学

級では、欠席日数の改善などが見られ、中学１

年生の試行では、生徒指導や学力向上に効果が

見られました。このことから、今回、進捗評価

をＡ、成果評価もＡと評価いただきました。

次、４ページになります。

「② 幼保・小・中・高・大の連携による教

育の推進」についてであります。

進捗状況の丸にありますように、幼保・小・

中・高・大の連携による教育につきましては、

工程表どおり進めることができました。しかし

ながら、下のほうの黒三角にありますように、

親任特別支援教育コーディネーター研修への受

講者数の目標を100名としておりましたが、継続

してコーディネーターを担当する教員がふえた

ことから、本年度の対象者は66名でありました。

（成果）につきましては、１つ目の丸にあり

ますように、幼児の小学校生活への円滑な移行

を図る取り組みを実施している学校が増加して

おりますが、下のほうの黒三角にありますよう

に、全国学力・学習状況調査の結果が小学校で21

年度に一部全国平均を下回ったことや、体力・

運動能力調査の結果が、中学校で目標を下回る

など、一部の項目でまだ低いものがあることな

どから、進捗評価はＢ、成果評価をＢと評価い

ただきました。

次に、「③ 教職員の社会性の向上を図る研修

プログラムの充実」についてであります。

現在、１つ目の丸にありますように、平成19

年度から３年間で教員延べ150名を企業や大学等

に研修派遣するとともに、教職員のキャリアに

応じた研修を体系的・計画的に実施し、教職員



- 28 -

の資質向上を図っております。しかしながら、

下のほうの黒三角にありますように、教職員の

社会性の向上に向けての研修プログラムの充実

や、校内研修推進モデル校での研修の成果を、

モデル校以外へさらに普及していく必要がある

ことから、進捗評価はＡでありますが、成果評

価はＢと評価いただきました。

次の、「④ 強化指定校による学力・競技力の

充実・強化」についてであります。

学力向上につきましては、進捗状況の１つ目

の丸にありますように、小中学校におきまして

は、「学校改善支援プラン」を作成し、すべての

学校で検証改善サイクルの確立に努めることが

できております。また、２つ目の丸にあります

ように、高校では学力向上プランの策定や事業

研究会の実施、キャリアアップのための取り組

みの充実を図りながら、学力向上やキャリアアッ

プに努めているところであります。３つ目の丸

にありますように、競技力の充実・強化につき

ましては、運動部活動への地域指導者の協力体

制の整備充実を図り、中学や高等学校における

競技力向上推進校の指定を行っております。

（成果）の１つ目の丸にありますように、学

力向上につきましては、小中学校では授業が分

かる児童生徒の割合が高く、基本指標である全

国学力・学習状況調査も、全国平均程度となっ

ております。また、２つ目の丸にありますよう

に、競技力向上につきましては、全国高等学校

総合体育大会で、平成21年度は、44種目入賞と

好成績を上げております。しかしながら、競技

力向上については、黒三角にありますように、

国民体育大会での総合成績は、３年連続30位台

を達成できなかったことから、進捗状況はＡで

ありますが、成果評価はＢといただきました。

なお、４には、外部評価委員の御意見を掲げ

ております。以上であります。

○興梠生涯学習課長 同じ資料の７ページをお

願いいたします。

枝戦略名「視野の広い人材の育成・輩出」で

あります。

この枝戦略は、１の概要にありますように、

明日の宮崎を創造することができる有為な人材

を育成するため、若者のチャレンジ支援や生涯

学習・スポーツ環境の整備を進めるとともに、

文化・芸術等の各分野で秀でた人材育成を強化

する取り組みの充実を図ることを目標としてお

ります。

２の基本指標の達成状況でありますが、「イン

ターンシップや地域人材を活用した教育」を基

本指標としておりまして、すべての県立学校に

おいて実施ができたところでございます。

次に、３の「枝戦略を構成する重点項目の進

捗状況等」でありますが、まず、①の意欲ある

学生へのチャレンジ機会、これは特に就業体験

と留学ということでございますけれども、その

機会の提供ということであります。

右側の欄、（進捗）にありますように、まず１

つ目の丸の就業体験につきましては、ただいま

申し上げましたとおりに、すべての県立学校で

実施することができております。また、その下

の丸、留学につきましては、生徒・保護者に対

して、文部科学省の「高校生海外留学派遣支援

金制度」について周知を図ってまいりました。

これらの取り組みの成果としまして、次の２

つの丸に示しておりますように、就業体験につ

きましては、生徒の望ましい勤労観・職業観の

育成につながりますとともに、真剣にインター

ンシップに取り組む生徒に対して、企業からも

評価を得るなどしまして、継続採用にもつながっ

たところであります。しかしながら、その下の
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三角にありますとおり、高校生の海外留学につ

きましては、留学者数が伸び悩んでいる状況に

ございます。以上のようなことから、進捗評価

はＡ、成果評価はＢとされたところであります。

次に、②の「生涯学習」「生涯スポーツ」のさ

らなる推進であります。

進捗の状況でありますが、まず、最初の丸の

生涯学習につきましては、市町村や社会教育団

体等とも連携を図りまして、さまざまな分野で

生涯学習の振興につながる施策を実施しており

まして、おおむね計画どおり進めることができ

ました。また、その下の丸、生涯スポーツにつ

きましても、「県民総合スポーツ祭」や「総合型

地域スポーツクラブ推進事業」など、おおむね

計画どおり進めることができております。

なお、次の８ページになりますが、全国スポー

ツ・レクリエーション祭につきましても、成功

裏に終了することができております。しかしな

がら、その下の２つの三角にありますとおり、

県立学校開放講座のキャリアアップにつながる

口座数及び県立学校体育施設開放事業における

開放校数は、いずれも目標を下回っております。

これらの取り組みの成果としまして、生涯ス

ポーツにつきましては、県民スポーツ祭の参加

者数が約１万7,000人に対しまして、開催種目の

継続的な普及、つまり地域のシンボル的なスポー

ツとしての定着につながる動きも見られるよう

になってきております。また、県内に19カ所設

置されております総合型スポーツクラブのマ

ネージャーの養成が進みますとともに、県民意

識調査におきましても、週１回以上のスポーツ

をする人の割合が増加してきております。しか

しながら、その下の三角にありますとおり、県

立学校開放講座につきましては、講座数・受講

者とも減少傾向となっております。

以上のようなことから、進捗評価・成果評価

ともにＢとされたところでございます。

最後に、③の文化・芸術・スポーツ等で秀で

た人材の輩出強化であります。

進捗の状況ですが、１つ目の丸、民俗文化財

の保護・継承につきましては、県内各地の保存

団体や愛護少年団の活動などを通して取り組ま

れておりまして、これらの団体の活動に必要な

衣装・用具の整備等に関する助成や少年団の交

流事業などを実施いたしております。

１つ飛びまして、スポーツの分野における人

材の輩出ということにつきましては、中学校と

高等学校が連携してトップアスリートを継続し

て育成する事業を行っております。これら取り

組みの成果としまして、民俗文化財関係につき

ましては、その保存継承とともに、愛護少年団

同士の交流が進み、文化財保護に対する関心を

高めることができました。しかしながら、その

下の三角にありますとおり、トップアスリート

の育成につきましては、全国レベルで安定して

活躍する人材の育成が引き続きの課題となって

おります。

以上のようなことから、ここの③につきまし

ては、進捗評価はＡ、成果評価はＢとされたと

ころであります。

なお、４にありますとおり、生涯学習につき

ましては、高等教育コンソーシアム等を通じて、

大学の公開講座等と連携をする方法を模索する

ことが今後の課題であるとの外部評価委員の意

見が付記されております。

説明は以上でございます。

○満行委員長 執行部の説明が終わっていませ

んが、ここで一旦休憩し、13時10分再開としま

す。

暫時休憩いたします。
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午後０時８分休憩

午後１時８分再開

○満行委員長 委員会を再開いたします。

引き続き、全国高等学校総合文化祭推進室長

の説明をお願いいたします。

○稲元高総文祭推進室長 常任委員会資料の９

ページをお願いいたします。

８月１日から５日間にわたり開催されました

「全国高総文祭みやざき2010」の結果について

御報告いたします。

まず、「１の参加者数等」であります。この大

会は、例年約２万人の高校生が参加する10万人

規模の大会と言われておりますけれども、１行

目にありますとおり、宮崎大会は約２万人の高

校生が参加した13万人規模の大会となりました。

大会期間中は天候にも恵まれまして、唯一屋外

で実施されますパレードでは、口蹄疫非常事態

宣言の解除後の初の大型イベントということも

あり、多くの県民の皆様方に御観覧や応援をし

ていただきました。

別冊でお配りしておりますけれども、写真が

載っている資料をごらんください。この中では、

あけていただきまして、左側の１ページに総合

開会式の式典、企画交流等の様子が、右側の２

ページになりますけれども、開催県発表の様子、

あけていただきまして、３ページがパレードや

沿道の様子でございます。右側の４ページから

６ページにかけましては、部門が24ございます

けれども、その各部門の様子を載せております。

そして、一番最後でございますけれども、７ペー

ジに、秋篠宮同妃両殿下並びに佳子内親王殿下

のお成りの様子を掲載いたしております。詳し

くは後ほどごらんいただきたいと思います。

次に、常任委員会資料にお戻りいただきまし

て、「２の大会成績」についてでございます。

県教育委員会といたしましては、これまで県

の高等学校文化連盟と連携しまして、教員の指

導力の強化や外部からの講師を招聘しての指導

により、生徒のレベルアップに取り組んでまい

りましたけれども、今回は、「協賛部門」や「交

流会」における表彰も含めまして、10部門で９

個人６団体が入賞しまして、過去最高の成績を

残すことができました。

中でも、文化庁長官賞を「郷土芸能」と「将

棋女子個人」の２つの部門で受賞しており、そ

のうち、２行目にございます郷土芸能部門の宮

崎工業高校和太鼓部は、部門の代表といたしま

して、８月28日、29日に東京の国立劇場で開催

された「全国高総文祭 優秀校東京公演」に、28

日でございましたけれども、宮崎県としては初

めての出場を果たしてくれました。

最後に、「３の経済波及効果」でございます。

全国高総文祭は、経済波及効果が例年10億円

程度と言われておりますけれども、県統計調査

課作成の産業連関分析表により算出しました結

果、（２）の①「需要増加による経済波及効果」

が、これは予算で物を購入したりして発生する

効果でございますけれども、これが３億3,000万

円、②「観光消費による経済波及効果」が８

億8,000万円となりまして、合計で約12億1,000

万円と推計しております。

大会開催期間中は県内各地に開催を待ちわび

た国内外からの生徒たちが多数集まりまして、

若さや明るさと内容のすばらしさで県民に元気

や感動を与えてくれましたけれども、県内に大

きな経済波及効果ももたらしてくれました。ま

た、運営に携わった生徒たちを高く評価してい

ただく声も多く、本県の魅力を発信し、本県の

口蹄疫からの復興に貢献できる大会になったの
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ではないかと考えております。今まで御支援・

御協力をいただきました県議会を初め、県民の

皆様、関係自治体や団体等の多くの皆様方に、

この場をおかりしまして、お礼と感謝を申し上

げまして、報告とさせていただきたいと思いま

す。どうもありがとうございました。

○川崎スポーツ振興課長 スポーツ振興課の報

告事項でございます。

資料の10ページをお開きください。

７月28日から8月20日まで、沖縄県を中心に開

催されました全国高等学校総合体育大会の結果

についてでございます。

まず、団体では、残念ながら優勝はございま

せんでしたが、男子剣道の高千穂高校、女子空

手道の宮崎第一高校の第２位を初め、全体で７

競技７種目が入賞を果たしました。

また、個人につきましては、陸上競技女子400

メートルハードルで、宮崎商業高校の梅元里奈

さんが、柔道男子66キログラム級で、延岡学園

高校の橋口祐葵君が見事優勝に輝きました。そ

のほか、柔道競技の７種目、カヌー競技の９種

目など、全体で７競技、延べ26種目に入賞を果

たしております。

下の表の右側にありますように、団体・個人

合わせまして33種目の入賞となりまして、ここ

３年間の入賞数には及びませんでしたが、過去10

年間では４番目の入賞数でありました。

次に、全国中学校体育大会の結果についてで

ございます。11ページをごらんください。

団体では、男子剣道の三股中学校が第２位入

賞を果たしました。三股中学校の剣道は、男女

で考えますと、６年連続で全国ベスト８以上の

成績をおさめております。

個人では、陸上競技女子400メートルリレーの

大宮中学校、男子剣道個人で三股中学校の田中

芳秀君の第２位など、全体では５競技９種目で

入賞を果たしております。

過去の成績と比較いたしますと、団体競技で

入賞は少なかったものの個人競技の入賞が多く、

過去10年間では２番目の入賞数でありました。

本年度は、口蹄疫の影響で対外試合が制限され

るなど、条件的に厳しい状況の中ではございま

したが、高等学校、中学校ともに、各学校の指

導者の熱心な指導と生徒たちの頑張りがあり、

よく健闘していただいたと考えております。こ

れまで取り組んできました競技力向上推進校の

指定やトップアスリート育成事業など、競技力

向上対策が着実に実を結んできているものと受

けとめております。今後とも、少年競技力の向

上と各学校への支援に努めてまいりたいと考え

ております。以上でございます。

○満行委員長 執行部の説明が終わりましたが、

まず議案について質疑はありませんか。

○長友委員 それでは、高鍋農業高校の家畜導

入事業についてお尋ねをいたします。

二度とやっぱり生徒がああいう経験をしては

ならないということで、再開に当たっては万全

を期すべきでありますけれども、まず、この農

業高校の畜ふん処理というのはどういうふうに

なされたのか、お尋ねをしたいと思います。

○児玉学校政策課長 現在、堆肥舎のほうに積

み上げまして、県の指導のもとに堆肥化の処理

を進めているということであります。

○長友委員 それで、専門的な方がいらっしゃっ

たらお願いしたいんですけれども、ウイルスと

いうのは、外側の殻と中のＤＮＡでできている

わけですけれども、堆肥の60度以上の温度で不

活化すると言われているわけですけれども，Ｄ

ＮＡ自体は熱で壊れるようなものじゃないんで

すね。だから、何らかの原因でこれがまた活性
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化して、そして細胞にでも取りつけば、それは

すぐ増殖するわけですから、そういうことは起

こらないかという懸念があるんですけれども、

どなたかその辺の見解がわかる人がおったらお

願いしたいと思います。

じゃ、それはまたちょっと、どこかで調べて

もらうことにして、次に、埋設地の考え方、次

回、また起こるようなことがあったらどうする

かということは、きちんと検討されているんで

しょうか。

○児玉学校政策課長 次回の発生に備えての埋

設場所であるとか、そういったものについては、

まだ現在、そういうところまで手が回っていな

い状況でありまして、事後の処理等で今一生懸

命やっているところであります。

○長友委員 だから、一般農家もそうでありま

すけれども、再生の動きがもう始まっておりま

す。ところが、今高校のほうも観察牛の導入は

行われているとは思うのですけれども、それで

大体安全の確保はできると思うのですけれども、

今後のことを考えると、消毒体制にしても、国

のほうは水際作戦だってまだ変えてないわけで

すね。そこ辺の防疫体制だって、まだ大幅に変

わったという話は聞いておりませんが、そうす

ると、今でも外国から入ってくる脅威にさらさ

れるわけです。だから、今できることというの

は、消毒体制等を本当にしっかりしておかない

と大変なことになるわけで、特に学校教育でそ

れをやろうとしたときに、同じようなことになっ

たらいけませんので、そこ辺の準備が大事だと

思うのですけれども、この消毒体制については、

万全な体制を考えた上での再開ということに

なっているのかどうか、ちょっとその辺お願い

したいと思います。

○児玉学校政策課長 10年前に口蹄疫が発生い

たしましたけれども、それから今回の発生まで

の間、前回の発生を教訓にしてさまざまな取り

組みをいたしました。実習用服を清潔にして取

り組むとか、あるいは機械器具については、使っ

た後はきれいに洗って清浄化に努めながら使っ

ていくとか、あるいは牛舎や豚舎等の清掃を徹

底するとか、そのような形で取り組みながらも、

今回、このような口蹄疫が学校で発生するとい

うことになったわけであります。県内で発生し

てから、学校の畜産課の職員は全員土日、休日

等返上で一生懸命に取り組んだわけですけれど

も、それでも防ぐことができなかった。そうい

う意味で、消毒体制というのがまだ十分ではな

かったのかなという具合に考えておりまして、

今後、消毒のあり方、今回口蹄疫が発生して取

り組んだような、こういった防疫体制というの

を日常的にやっていくような取り組みをしてい

く必要があるというぐあいに考えておりまして、

今、それについて検討を進めているところであ

ります。

○長友委員 だから、農業高校の場合にしても、

感染ルートの究明というか、これが徹底して国

の調査も待たなくちゃいかんと思うし、県のほ

うの検討委員会もあるはずですから、それをし

ていただいて、それで本当にしっかりした体制

を整えてやっていただくことを希望して終わり

たいと思います。

○萩原委員 高鍋農業高校家畜導入のことにつ

いて、予算が3,121万と書いてありますが、牛の

導入方法は、学校の先生が競りに行くのか、だ

れかにお願いして競り落とすのか。値段は最初

から予算が決まっていると、45万ぐらいで買う

つもりが、いや、実際は80万ぐらい出さんと買

えんかったとかになるわけですよね。だから、

その辺の幅を十分に持った上の予算措置なのか。
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その導入方法についてちょっと。

○福永財務福利課長 導入につきましては、競

りで当然行うわけですけれども、実習教師等が

おりますので、その方と一緒に事務職員が行っ

て購入をするということを考えております。

単価につきましては、それぞれ和牛、乳用牛

とおりますけれども、県内の和牛につきまして

は、繁殖牛、育成牛とも優等賞クラスを買いた

いなと思っております。単価につきましては、

一番優秀なということで、１頭当たり95万8,000

円ぐらいを考えております。乳牛につきまして

は、北海道の十勝市場の優等クラスということ

で、北海道で主に買おうかなということで今考

えております。

○萩原委員 その場合、例えば98万幾らとなり

ますよね。それを超したら、もう追いかけちゃ

いかんよとか言われるわけですか。いや、あれ

はいい牛だから、100万超してもいいから買えと

いう方向でいくのか。その辺の幅はあるんです

か。

○福永財務福利課長 基本的にはそれ以上は出

せないという計画でございまして、競りの手数

料等もありますので、それも含めまして、115万

円ぐらいまでは買えるかなというふうに思って

おります。

○宮原委員 同じく、前の委員会のときには、

この家畜の導入については、同じ農業系の高校

から譲り受けるような話を聞いていたんですが、

今回、3,121万という非常にありがたいというふ

うには思うのですが、方向が変わったのはどう

いうことなんですか。

○児玉学校政策課長 前回、この場でもそのよ

うにお答えいたしました。ほかの家畜を飼育し

ている学校から借り入れる方法等も検討してい

きたいということでお答えいたしましたけれど

も、その後、県のほうで、こういった予算を立

てて購入するという方向が出てまいりましたの

で、それについてはやっておりません。

○宮原委員 逆にいい牛が導入できるわけです

から、ありがたいなというふうにも思いますし、

別の学校からまた牛が動かないということであ

れば、そこの授業にも影響しないだろうという

ことですから、大変いいことだなというふうに

思っているんですが、ちょうどこの肉用牛だけ

で見ると、生後９カ月から11カ月、まだどっち

かというと子牛という関係になる年齢でありま

すから、成牛市とかの競りがあるんですよね。

子牛もひっついている競りがあるんですよ。だ

から、やっぱり13カ月、14カ月で人口授精をさ

せてということになると、それから１年先でな

いと生まれない。そして、１年先でないと出荷

できるまで育てられないということも考えられ

るわけですから、できればやはり優等クラスも

非常にありがたいんですが、普通の、そんな高

くない牛でも、そういう分娩を見させるとか、

それから、ずっと出荷までのそういったのも授

業としては非常に大事なことになるんじゃない

かなというふうに思うので、やっぱりそういっ

たところも予算が組まれていますから、その範

囲内で何頭かはそういうような経産牛、今まで

産んで、また妊娠しているような牛でも１～２

頭でも導入したほうが、子供の教育のためにも

なるんじゃないかなというふうに思うのですが、

いかがなもんでしょうか。

○児玉学校政策課長 現３年生につきましては、

もう既に今までの１年、２年の間で、そのよう

な体験等をずっとしてきているというぐあいに

思います。したがいまして、現１年生とか２年

生、こういった子供たちに、今後導入する牛で

そういった体験等をしていけばいいんではない
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かなというぐあいに考えているところでありま

す。

○満行委員長 その他で質疑はありませんか。

○松田委員 ２点お伺いします。

公立校のＬＡＮの普及に関して１点、それか

ら小中学校の35人学級のことに関して１点お伺

いいたします。

１点目、校内情報通信網というんですか、無

線ＬＡＮの普及率が宮崎県はワースト３位だと

いう報告が先日新聞紙上でなされました。この

記事についてお教えいただきたいと思います。

補足して申し上げますと、校内ＬＡＮの整備率

が全国平均が81％、対して宮崎県が全国47都道

府県、45位で60.6％だということで、それは財

政的なものが背後にあるんでしょうけれども、

ただ国のほうでは、デジタル教科書等推進する

上で無線ＬＡＮの普及は大事であるというふう

に位置づけておりますが、宮崎県はこれをどの

ようにとらえて、どのように対応していかれる

のか、お教えください。

○福永財務福利課長 ＬＡＮを結ぶ前に、パソ

コンをそれぞれ先生たちに設置するということ

がまず必要でございます。そういった意味で、

全教職員にパソコンを導入しようということで

やっておりますけれども、今まではリースでや

ろうということで考えておりましたけれども、

購入の資金が経済対策でできましたので、全教

職員に昨年度購入をしたところでございまして、

ＬＡＮにつきましては、まだ今から考えていか

なくちゃいけないというふうに考えております。

以上でございます。

○松田委員 じゃ、まず機器が固まって、その

次、２段階としてＬＡＮのほうを考えるという

ことでとらえていいですね。

○福永財務福利課長 このＬＡＮにつきまして

も、現在、我々が使っております庁内ＬＡＮ、

それが活用できるかどうか、そこ辺も含めまし

て、情報政策課と協議しながら進めてまいりた

いと思っております。

○松田委員 ぜひ推進のほうをよろしくお願い

します。

次にいきます。中央教育審議会が小中学校の

少人数制、特に小学校の低年齢層は30人学級、

小中学校とも35人学級がふさわしいという答弁

を出され、その背後には、財政的措置が必要だ

ということで答弁をされたということなんです

が、これを受けて、このような流れになってい

くとすると、宮崎県はどれぐらい教員が必要に

なるのか、どういったことが教育委員会として

取り組む課題になるのか、お教えをいただきた

いと思います。

○阿南教職員課長 35人学級を実施した場合は、

教職員が401名の増加ということになります。

○松田委員 その教員の採用に関して、まず県

内でさまざまな考え方があって、教員採用権の

移譲ということもこの委員会で何回か出ました

が、各市町村というのは無理でしょうから、せっ

かく教育委員会が教育事務所を３つにまとめら

れましたよね。その３つの教育事務所ごとでの

採用は、可能性としてどんなものであろうか、

お教えいただけますか。

○阿南教職員課長 採用は一元的に行っており

ますので、その地区別に３教育事務所の範囲内

に分けて採用試験を行うということは考えてお

りません。試験問題もそれぞれつくることにな

りますし、それぞれの地域でどれほどの応募者

がいるかということもありますので、県内均一

の教育水準を保つという意味から、一元的に試

験は行いたいというふうに考えております。

○松田委員 それは当然なんでしょうが、県北、
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県央、県西、それぞれにやはり権限移譲を求め

る声もぽちぽちこれからも上がってくると思い

ますが、その検討もよろしくお願いしたいとい

うことで、質問を終わらせていただきます。あ

りがとうございました。

○満行委員長 以上で終わります。御苦労さま

でした。

それでは暫時休憩いたします。

午後１時35分休憩

午後１時44分再開

○満行委員長 それでは委員会を再開いたしま

す。

本委員会に付託されました議案について局長

並びに関係課長の説明を求めます。なお、委員

の質疑は、執行部説明がすべて終了した後にお

願いいたします。

○濵砂企業局長 企業局でございます。

それでは、説明に入らせていただきます。

お手元に配付しております文教警察企業常任

委員会資料の、めくっていただきまして目次が

ございます。表紙の裏です。目次をごらんくだ

さい。

今回御審議いただきます議案は、１に掲げて

おりますが、議案第３号「平成22年度宮崎県公

営企業会計（電気事業）補正予算（第１号）」

の１件でございます。

また、提出報告書といたしまして、次の２に

掲げておりますが、「平成21年度宮崎県公営企業

会計（電気事業）継続費精算報告書」の１件が

ございます。

それから、３にありますけれども、その他の

報告事項といたしまして、「宮崎県企業局経営ビ

ジョン（第３期経営基本計画）の成果と課題に

ついて」、それから「一ツ瀬川県民ゴルフ場にお

ける口蹄疫復興応援について」、そして「一ツ瀬

川県民ゴルフ場開業20周年記念コンペの開催に

ついて」の３件を説明させていただきます。

このうち、私のほうからは、１の電気事業会

計の補正予算の概要につきまして御説明申し上

げます。その右の資料の１ページでございます。

まず、「１ 補正の理由」でございますけれど

も、口蹄疫からの再生復興に、企業局といたし

ましても、積極的に貢献していくということか

ら、企業局「口蹄疫復興中小企業応援ファンド」

支援事業といたしまして、商工観光労働部が今

回新たに創設いたします中小企業を支援するた

めのファンドの原資として、一般会計で無利子

の貸付を行うことといたしまして、貸付金の増

額補正をお願いするものでございます。この無

利子につきましては、企業局といたしましては、

実質的に今回初めてということでございます。

毎年当初予算で一般会計貸付しておりますが、

これは0.1％という低利でございますけれども、

一応有利子でやっております。無利子は今回初

めてでございます。

次に、「２ 補正額」でございますけれども、

「（１）資本的収入及び支出」の表の一番左でご

ざいます。科目の欄の中ほどに「貸付金」とい

うのがございますけれども、ここにありますと

おり、20億円をお願いしております。

この結果、一番下の「収支残」の補正予定額20

億円が新たに不足するということになりますけ

れども、既決予定額の16億1,814万4,000円の不

足額と同様に、過年度分損益勘定留保資金等で

補てんすることとしております。

私のほうからは以上でございますが、引き続

き担当課長及び経営企画監から説明させますの

で、よろしく御審議のほどお願いいたします。

○吉田総務課長 続きまして私のほうから、企



- 36 -

業局「口蹄疫復興中小企業応援ファンド」支援

事業及び継続費精算の２件について御説明いた

します。委員会資料の２ページをお開きくださ

い。

支援事業の目的、概要でございますが、先ほ

ど局長が御説明いたしましたように、口蹄疫に

より甚大な影響を受けた県内の経済や、県民生

活の再生復興対策を支援するため、企業局の資

金を一般会計に貸し付け、県民福祉の向上に寄

与しようとするものであります。具体的には、

新たに創設される中小企業応援ファンドの原資

といたしまして、20億円を無利子で、平成22年

度から27年度までの間の５年間貸し付けるもの

でございます。この20億円につきましては、電

気事業の過年度損益勘定留保資金から、今後５

年間の改良工事や企業債の償還などの支出予定

額を差し引きました残額を充てることとしてお

ります。

下の（参考）をごらんください。

ファンドの概要ということになりますが、図

の左のほうなんですが、中小企業基盤整備機構

が無利子で200億円県に貸し付けます。私ども企

業局が同じく20億円を無利子で県に貸し付ける

ということになります。県が、宮崎県産業支援

財団に220億円、それから、上のほうであります

が、金融機関が全部で30億ということで、これ

は有利子ですけれども、貸付を行うということ

でファンドを創設いたします。この運用益によ

りまして、そこに書いてあります事業例ですけ

れども、プレミアム商品券の発行支援、それか

ら地域活性化イベントの支援、観光復興キャン

ペーンの支援などの事業に対して、その運用益

で助成を行うということでございます。「口蹄疫

復興中小企業応援ファンド」支援事業について

は以上でございます。

次に、「平成22年９月定例県議会提出報告書」

関係でございます。

これは、地方公営企業法施行令第18条の２第

２項によります、平成21年度宮崎県公営企業会

計の電気事業に係る継続費の精算報告でありま

すが、まず、工事の概要について委員会資料で

御説明いたしたいと思います。３ページをお願

いします。

綾第二発電所は、昭和33年に運用を開始いた

しまして、50年が経過いたしたため、平成20年

度に継続費を設定いたしまして、主要変圧器と

屋外遮断器の取替工事を実施いたしました。工

事費は、実績額のところでございますけれども、

主要変圧器が合計１億7,640万円、屋外遮断器が

合計5,049万4,000円でございます。工事契約期

間は、それぞれそこに書いてあるとおりでござ

いまして、21年度末には工事は完了しておりま

す。写真につきましては、取替後の主要変圧器、

屋外遮断器でございます。

続きまして、４ページをお願いいたします。

立花発電所の水車発電機の改良工事でござい

ます。立花発電所は、昭和38年に運用開始して

以来、45年が経過したため、水車及び発電機の

改良工事を実施いたしました。工事費は、これ

も実績額のところですが、３億9,244万2,000円、

工事期間は記載のとおりでございまして、これ

も21年度末に工事は完了しております。写真は、

工事の状況や完成後の発電機の状況でございま

す。

それでは、続きまして、お手元の「平成22年

９月定例県議会提出報告書」の７ページをお開

きください。青色インデックスで「別紙３」と

表示しているところでございます。

この７ページは、先ほど御説明しました３件

の工事の機器撤去費用をあらわしたものでござ
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います。それぞれの工事の欄の３段目に計が書

いてありますけれども、その計を右にちょっと

いっていただきまして、実績のところの支払い

義務発生額というのがあります。綾第二発電所

の主要変圧器取替工事でいきますと、651万7,056

円ということでございますが、このそれぞれ３

段目が実績額ということになります。それを今

度は右にいっていただきまして、比較のところ

で、「年割額と支払義務発生額の差」というのが

ありますけれども、この中で、綾第二発電所１・

２号機主要変圧器取替工事は、計画額が1,991万

に対しまして、差額が1,339万9,000円と大きな

額が出ております。また、立花発電所の水車発

電機改良工事につきましても、計画額1,972

万7,000円に対しまして、差額が1,284万649円と

出ておりますが、これは、当初撤去した機器を

廃棄物として処理する予定であったんですけれ

ども、これを業者さんに払い下げるということ

にしたため、廃棄に要する経費が減額となった

ためでございます。

続きまして、８ページをお願いします。この

ページは、同じく３件工事の機器据付費用にな

ります。同じように見ていただければと思いま

すが、この中でも、綾第二発電所の１・２号機

主要変圧器取替工事ですが、こちらにつきまし

ても、計の比較の欄ですが、7,906万4,056円と

いうことで、計画額よりも大幅な減となってお

りますが、これは入札の結果によるものでござ

います。

私からの説明は以上でございます。

○新穗経営企画監 その他報告事項であります

が、委員会資料５ページをごらんください。

私のほうからは、最初に、「企業局経営ビジョ

ン」の成果と課題について御報告いたします。

企業局では、経営の指針となる「経営ビジョ

ン」を作成しまして、事業を運営しているとこ

ろでありますが、平成17年度から21年度までの

「第３期経営基本計画」が終了したことから、

５年間の成果と今後の課題について取りまとめ

をしたところです。

このうち、主なものにつきまして、５ページ

の表に示しております。表の見方としましては、

左の列に５年間の目標となる「めざす姿」を、

右の列にその主な成果を、そして、下のほうに

課題を記載しております。なお、委員会資料と

は別に、「参考」でありますが、現在の「宮崎県

企業局経営ビジョン（第４期経営基本計画）」

をお配りしております。これにつきましては、

後ほどごらんいただきたいというふうに思いま

す。

５ページの表に戻っていただきまして、まず

初めに、（１）共通事項であります。各事業共通

の「めざす姿」としまして、１つ目に「健全経

営の推進」を掲げておりましたが、経費削減な

どに努めた結果、計画期間中の年平均純利益は、

電気事業６億7,000万円、工業用水道事業6,300

万円、地域振興事業600万円となり、３事業とも、

毎年度の純利益を確保することができました。

また、組織の再編など業務の効率化に努めた結

果、職員数は平成16年度から26名の減となって

おります。

２つ目の「地域貢献の充実」につきましては、

一般会計への財政貢献としまして、平成18年度

から地域振興貸付金、平成19年度から「新みや

ざき創造」支援事業貸付金を開始しまして、平

成21年度までの貸付総額は、21億円となってお

ります。

また、平成18年度から開始した「緑のダム造

成事業」では、これまでに167.2ヘクタールの未

植栽地等を購入し、植林等により、安定的な水
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の供給確保や環境保全を行うとともに、植林・

育林作業において、地元雇用の拡大などにより、

地域貢献を行うことができました。

次に、（２）の電気事業であります。

めざす姿として、１つ目に「経営基盤の強化」

を掲げておりましたが、減価償却費などコスト

の削減に努め、平成21年度の発電原価は、41

億6,500万円となり、平成16年度と比べて7.5％

削減することができました。

２つ目の「地域貢献の積極的推進」につきま

しては、土地改良区が所有する農業用水等を利

用した小水力発電の開発可能性調査を13地点で

実施しました。

また、「一ツ瀬川及び小丸川上流域森林保全機

構」に総額で7,500万円を負担しまして、森林整

備等による濁水抑止や国土保全など地域の環境

保全に貢献をしました。

３つ目の「再生可能エネルギーの活用」につ

きましては、小水力可能性調査を４地点、マイ

クロ水力発電可能性調査を３地点で実施してお

ります。また、太陽光発電可能性調査を３地点

で実施するとともに、平成21年度には、日向市

にあります工業用水道施設配水池に30キロワッ

トの太陽光発電設備を設置したところです。

なお、電気事業の課題としましては、引き続

き経営効率化を継続するとともに、電力の安定

供給を維持すること、また新エネルギーへの積

極的な取り組みを行うとともに、水力の未開発

地点の調査を継続する必要があると考えていま

す。

続きまして、（３）工業用水道事業であります。

「めざす姿」として、１つ目に「工業用水の

安定供給」を掲げておりましたが、平成17年度

から21年度にかけて、施設の健全度及び耐震調

査を行い、その結果に基づき、平成20年度から

計画的に耐震補強工事を行っているところです。

２つ目の「低廉な料金の維持」につきまして

は、１立方メートル当たり10円40銭という、全

国的にも低廉な料金を維持するとともに、平成20

年度からは未達料金を１立方メートル当たり６

円から４円50銭に引き下げたところです。

なお、工業用水道事業の課題としましては、

設備の状況の的確な把握と適正な維持管理に取

り組むこと、また、低廉な料金を維持していく

必要があると考えています。

最後に、（４）の地域振興事業であります。

めざす姿として、１つ目に「県民の健康づく

りに貢献」することを掲げておりましたが、平

成17年度から80歳以上の方を対象としたスー

パーシニア料金を創設するなど、低廉な料金メ

ニューの設定やサービスの向上に努めました。

この結果、５年間の利用者は、19万人を超え

るなど一定の成果を得ることができました。

２つ目の「経営の健全化」につきましては、

計画期間中のすべての年度で黒字を達成し、平

成21年度の累積欠損金は、約2,700万円となり、

平成16年度と比較して約3,100万円縮減しまし

た。

また、平成18年度から指定管理者制度を導入

しまして、管理運営の効率化を図ったところで

す。

３つ目の「地域への貢献」につきましては、

地元からの雇用や地場産品の購入等によりまし

て、地元への経済効果は、年間5,000万円を超え

ているところです。

なお、地域振興事業の課題としましては、良

好なコース管理やサービスの向上に努め、利用

者数の拡大を図ること、また、累積欠損金の早

期解消を図る必要があると考えております。

「企業局経営ビジョン」の成果と課題につき
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ましては、以上であります。

続いて、「一ツ瀬川県民ゴルフ場」の関係で、

２件御報告いたします。

まず、資料の６ページをお開きください。

「一ツ瀬川県民ゴルフ場における口蹄疫復興

応援について」であります。

ゴルフ場の特徴を生かした取り組みとしまし

て、各ホールに「応援ロゴマーク」の入ったピ

ンフラッグを使用してメッセージ発信を行うほ

か、オリジナルの「応援ボール」を製作しまし

て、サービスセンターで販売することとしてお

ります。なお、売上金につきましては、全額を

口蹄疫の義援金として寄附するということとし

ております。

また、サービスセンター前に「がんばろう

宮崎！」ののぼりを立てるとともに、レストラ

ンでは期間限定メニューとして「宮崎和牛サイ

コロステーキ」を提供することとしております。

そのほか、コンペ賞品などに積極的に地元産

品を活用するなど、復興支援を行っていくこと

としております。

次に、お手元に別途配付しておりますチラシ

をごらんください。20周年記念コンペのチラシ

でございますが、４月の常任委員会資料の当初

予算で御説明しました「ゴルフ場開業20周年記

念コンペ」の開催についてでありますが、チラ

シの中ほどにありますように、10月31日と12月

５日に記念コンペを実施することとしました。

10月の「ひとつせペアゴルフマッチ」は、親

子や夫婦などのペアで競技をするもので、ゲー

ム的な要素を取り入れたものとしております。

また、12月の「企業局オープンカップ」は、

だれでも自由に参加できるものとなっておりま

す。

なお、10月の「ひとつせペアゴルフマッチ」

につきましては、９月１日から受け付けを開始

したところでありますが、大変好評をいただき

まして、早々に満杯となったところであります。

どちらのコンペも賞品・参加賞につきましては、

宮崎県産品を中心に、地元貢献に配慮したもの

を用意することとしております。

私の説明は以上であります。

○満行委員長 執行部の説明は終わりました。

まず、議案について質疑はありませんでしょ

うか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○満行委員長 その他の報告事項について質疑

はありませんでしょうか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○満行委員長 「その他」でありませんでしょ

うか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○満行委員長 それでは、何もないようですの

で、以上をもちまして企業局を終了させていた

だきます。御苦労さまでした。

暫時休憩いたします。

午後２時５分休憩

午後２時７分再開

○満行委員長 それでは委員会を再開いたしま

す。

ここで委員の皆様に御相談があります。通常

であれば、委員長報告骨子につきましては、採

決後に協議していただくとなっておりますが、

今議会では、各常任委員会ごとに口蹄疫に関す

る提言・要望についても取りまとめることと

なっており、また、あす２時から国体壮行会も

ありまして、私に出席要請がありますので、日

程的に余裕がありませんから、委員長報告骨子

及び口蹄疫に関する提言について、引き続きこ
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の場で協議をさせていただきたいと思いますが、

よろしいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○満行委員長 それでは、まず委員長報告の項

目として、特に御要望はございませんでしょう

か。

暫時休憩いたします。

午後２時８分休憩

午後２時９分再開

○満行委員長 委員会を再開いたします。

それではお諮りいたします。

委員長報告につきましては、正副委員長に御

一任ということで御異議ありませんでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○満行委員長 それでは、そのようにいたしま

す。

次に、口蹄疫に関する県議会からの提言・要

望についてであります。

文教警察企業常任委員会の提言・要望として

御意見等はございませんでしょうか。

暫時休憩いたします。

午後２時９分休憩

午後２時18分再開

○満行委員長 委員会を再開いたします。

それではお諮りいたしますが、文教警察企業

常任委員会の提言・要望につきましては、ただ

いまの御意見をまとめて報告とすることで、正

副委員長一任ということでさせていただいてよ

ろしいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○満行委員長 では、そのようにさせていただ

きます。

暫時休憩いたします。

午後２時18分休憩

午後２時19分再開

○満行委員長 それでは委員会を再開いたしま

す。

まず採決についてですが、委員会日程の最終

日に行うことになっておりますので、あす17日

に行いたいと思います。開会時刻は13時20分と

いたしたいと思いますが、よろしいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○満行委員長 それではそのように決定いたし

ます。

そのほか何かありませんでしょうか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○満行委員長 なければ、以上で本日の委員会

を終了いたします。

午後２時19分散会
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平成22年９月17日（金曜日）

午後１時21分再開

出席委員（７人）

委 員 長 満 行 潤 一

副 委 員 長 黒 木 正 一

委 員 萩 原 耕 三

委 員 中 野 一 則

委 員 宮 原 義 久

委 員 松 田 勝 則

委 員 長 友 安 弘

欠席委員（なし）

委員外議員（なし）

事務局職員出席者

政策調査課主幹 坂 元 修 一

議 事 課 主 幹 阿 萬 慎 治

○満行委員長 それでは委員会を再開いたしま

す。

まず、議案の採決を行います。

採決につきましては、議案ごとがよろしいで

しょうか。一括がよろしいでしょうか。

〔「一括」と呼ぶ者あり〕

○満行委員長 それでは一括して採決いたしま

す。

議案第１号、第３号及び第12号につきまして

は、原案のとおり可決することに御異議ありま

せんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○満行委員長 御異議なしと認めます。

よって、議案第１号、第３号及び第12号につ

きましては、原案のとおり、可決すべきものと

決定いたしました。

次に、閉会中の継続審査についてお諮りいた

します。「教育及び警察行政の推進並びに公営企

業の経営に関する調査」につきましては、引き

続き、閉会中の継続審査といたしたいと思いま

すが、御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○満行委員長 御異議ありませんので、この旨、

議長に申し出ることといたします。

暫時休憩いたします。

午後１時22分休憩

午後１時23分再開

○満行委員長 委員会を再開いたします。

その他何かありませんでしょうか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○満行委員長 何もないようですので、以上で

委員会を終了いたします。

午後１時23分閉会




